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早
い
も
の
で
今
年
も
残
り
2

か
月
余
り
。新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
影
響
も
５
類
移
行
後
は
街
中

で
も
徐
々
に
マ
ス
ク
を
外
す
姿

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、夏
に

は
そ
れ
ま
で
数
年
の
間
中
止
し

て
い
た
様
々
な
お
祭
り
や
イ
ベ

ン
ト
が
復
活
。ま
だ
ま
だ
完
全
復

活
と
は
い
き
ま
せ
ん
が
、少
し
ず

つ
平
穏
な
日
常
が
戻
っ
て
来
ま

し
た
。私
た
ち
大
田
市
議
会
で
は

６
月
議
会
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

導
入
し
、ペ
ー
パ
ー
レ
ス
に
よ
る

エ
コ
な
議
会
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。現
在
は
市
民
の
皆
さ
ん

に
、よ
り
わ
か
り
や
す
く
開
か
れ

た
議
会
を
目
指
し
、日
頃
感
じ
て

お
ら
れ
る「
議
会
っ
て
何
を
や
っ

て
い
る
の
？
」の
疑
問
解
消
の
た

め
、
You
Tu
b
e
配
信
等
、
新

し
い
情
報
発
信
に
つ
い
て
検
討
、

取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
に
は
も
う
少
し
お
待

ち
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
一
日
も
早

い
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
や
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
等
世
界
中
の
混
乱

が
終
息
す
る
こ
と
を
心
か
ら
願

い
ま
す
。

（
伊
藤
康
浩
）
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根
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刷 

納

参加いただきありがとうございました
　今年度で３回目の開催となった「おでかけトーク」。今回は、これまでのアンケートで一番希望の
多かった「子育て」をテーマに、市民の皆さんと意見交換しました。暑い中お越しいただいた皆様、
ありがとうございました。
　当日は子育て世代をはじめ、様々な年代・職種の方に参加いただき、子育てに関する課題や思
いをたくさん出し合って、各会場ともに活発な意見交換となりました。日頃の思いを語り合える、
市議会が身近に感じられる、そんな会になっていたらうれしく思います。　　　　　　
　今後もたくさんの方の参加をお待ちしています。とりあげてほしいテーマなど、ご意見がござ
いましたら市役所議会事務局までお寄せください。

お で か けトーク

大田会場（19名）

・保育士がしっかり子育て支援
できるような配置を。保育士
の確保が重要

・小児科、眼科、皮膚科、耳鼻科
などの病院不足

・休みの日に利用できる公園
（遊具）が少ない

・情報発信を
しっ か りし
てほしい

大森会場（11名）

・一 律 の 学 校
再 編 は お か
しい、特色あ
る学校づくり

・定住する空き家が少なく苦慮し
ている

・Iターン、Uターンを増やす施策
の実施を

・民間と行政が一心同体で事業
を進める必要がある

温泉津会場（11名）

・急速に少子化が
進んでいる

・不妊治療の補助
も重要な政策で
ある

・高校生までの医
療費無料を望む　　　　　

・子どもを地域で育てることが大
事である

・特色ある子育て支援策を

8/20に開催しました！表
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2023.10.19 （2）おおだ市議会だより2023.10.19（3） おおだ市議会だより

一般会計
補正予算

（第4～5号）

一般会計
補正予算

（第4～5号） 補正額                                      7億5,960万円補正額                                      7億5,960万円補正額                                      7億5,960万円補正額                                      7億5,960万円  （一般会計総額　２44億399万円） （一般会計総額　２44億399万円） （一般会計総額　２44億399万円） （一般会計総額　２44億399万円）

9月定例市議会 9月定例市議会は、令和5年9月4日（月）～27日（水）までの
会期で開催され、上程された議案について慎重に審議した
結果、全議案とも原案どおり可決しました。

主 な補 正 内容

医療・介護・保育施設等物価高騰
対策応援金支給事業

3,044万円
原油価格・物価高騰の影響により費用
負担が増大している医療・介護・保育施
設等に応援金を支給

【
不
採
択
】
　
　
　

▼
サ
ン
レ
デ
ィ
ー
大
田
の
継
続
利
用
を
求
め
る
件
に

つ
い
て
の
請
願

　（
請
願
者
）

　
サ
ン
レ
デ
ィ
ー
大
田
の
継
続
利
用
を
求
め
る
会

会
長 

幸
田
三
重
子

審
査
の
概
要

　
本
請
願
は
6
月
定
例
会
で
産
業
建
設
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
後
、委
員
会
を
3
回
開
催
し
、審
査
を
行
い

ま
し
た
。

　
1
回
目
の
審
査
で
は
市
の
執
行
部
に
対
し
、
こ
れ

ま
で
の
経
緯
と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
改
め
て
説

明
を
求
め
、現
状
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　
2
回
目
の
審
査
で
は
参
考
人
（
請
願
者
）
を
招
致

し
、本
請
願
に
対
す
る
思
い
や
意
見
な
ど
を
聴
取
、参

考
人
代
理
者
へ
の
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
3
回
目
の
審
査
で
は
各
団
体
か
ら
市
に
提
出
さ
れ

た
要
望
書
や
質
問
書
等
に
対
す
る
市
の
対
応
に
つ
い

て
確
認
し
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。そ
の
後
の
委
員
会

で
の
採
決
の
結
果
は
賛
成
少
数
で
不
採
択
と
な
り
ま

し
た
。

　
9
月
議
会
初
日
の
本
会
議
に
お
い
て
本
請
願
に
対

す
る
委
員
長
報
告
、質
疑
、討
論
が
行
わ
れ
、議
長
を

除
く
全
議
員
で
採
決
の
結
果
、
賛
成
少
数
で
不
採
択

と
な
り
ま
し
た
。

【
採
択
】
　
　
　

▼
森
林
環
境
譲
与
税
の
譲
与
基
準
の
見
直
し
を
求
め

る
請
願

　（
請
願
者
）

　
　
　
大
田
市
森
林
組
合

　
代
表
理
事
組
合
長 

林 

達
夫

　
　
　
島
根
県
木
材
協
会　

大
田
支
部
長 

山
形 

弘
司

現年耕地災害・現年土木災害・
その他市有財産災害復旧事業

4億6,411万円
7月6日～11日の豪雨により被災した農
地・農業用施設、公共土木施設、市有財
産の災害復旧を行う

物価の上昇が長期化する中、子育て世
帯の負担軽減を目的として、10月～12
月分の学校給食費を無償とする

大田市民会館施設改修事業
1,300万円

大ホールの空調設備に係る冷却装置の
老朽化に伴い、設備の更新を行う

大田市民会館
仁摩町馬路　仁摩高山線の被害

全
会
一
致

学校給食費無償化事業
3,472万円

皆
さ
ん
か
ら
の
請
願
・
陳
情

【
同
意
】
　
　
　

▼
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る

こ
と

　
現
委
員
で
あ
る
竹
下
ち
と
せ
氏
の
任
期
が
本
年

11
月
28
日
満
了
の
た
め
、宮
里
陽
子
氏（
温
泉
津
町
）

を
新
た
に
任
命
す
る
こ
と
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
た

も
の
で
す
。任
期
は
4
年
で
す
。

【
同
意
】

▼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
き

同
意
を
求
め
る
こ
と

　
現
委
員
で
あ
る
田
中
昭
一
氏
、
杉
原
慎
二
氏
、
福

富
雅
英
氏
の
任
期
が
本
年
11
月
29
日
満
了
の
た
め
、

杉
原
慎
二
氏
を
再
任
し
、水
田
雄
二
氏（
水
上
町
）及

び
楫
　
伸
氏
（
大
田
町
）
を
新
た
に
任
命
す
る
こ
と

に
つ
い
て
同
意
を
求
め
た
も
の
で
す
。任
期
は
3
年

で
す
。

【
同
意
】

▼
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る

こ
と

　
現
委
員
で
あ
る
熊
谷
健
氏
の
任
期
が
本
年
11
月

29
日
満
了
の
た
め
、
同
氏
を
再
任
す
る
こ
と
に
つ
い

て
同
意
を
求
め
た
も
の
で
す
。任
期
は
4
年
で
す
。

【
異
議
な
く
同
意
】

▼
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求

め
る
こ
と

　
現
委
員
で
あ
る
福
富
雅
英
氏
、
水
上
恒
子
氏
、
片

山
秀
美
氏
の
任
期
が
本
年
12
月
31
日
満
了
の
た
め
、

福
富
雅
英
氏
及
び
水
上
恒
子
氏
を
再
任
し
、森
本
　

学
氏（
祖
式
町
）を
新
た
に
任
命
す
る
こ
と
に
つ
い
て

意
見
を
求
め
た
も
の
で
す
。任
期
は
3
年
で
す
。

人
事
案
件
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9月定例市議会 9月定例市議会は、令和5年9月4日（月）～27日（水）までの
会期で開催され、上程された議案について慎重に審議した
結果、全議案とも原案どおり可決しました。

主な補正 内容

医療・介護・保育施設等物価高騰
対策応援金支給事業

3,044万円
原油価格・物価高騰の影響により費用
負担が増大している医療・介護・保育施
設等に応援金を支給

【
不
採
択
】
　
　
　

▼
サ
ン
レ
デ
ィ
ー
大
田
の
継
続
利
用
を
求
め
る
件
に

つ
い
て
の
請
願

　（
請
願
者
）

　
サ
ン
レ
デ
ィ
ー
大
田
の
継
続
利
用
を
求
め
る
会

会
長 

幸
田
三
重
子

審
査
の
概
要

　
本
請
願
は
6
月
定
例
会
で
産
業
建
設
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
後
、委
員
会
を
3
回
開
催
し
、審
査
を
行
い

ま
し
た
。

　
1
回
目
の
審
査
で
は
市
の
執
行
部
に
対
し
、
こ
れ

ま
で
の
経
緯
と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
改
め
て
説

明
を
求
め
、現
状
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　
2
回
目
の
審
査
で
は
参
考
人
（
請
願
者
）
を
招
致

し
、本
請
願
に
対
す
る
思
い
や
意
見
な
ど
を
聴
取
、参

考
人
代
理
者
へ
の
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
3
回
目
の
審
査
で
は
各
団
体
か
ら
市
に
提
出
さ
れ

た
要
望
書
や
質
問
書
等
に
対
す
る
市
の
対
応
に
つ
い

て
確
認
し
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。そ
の
後
の
委
員
会

で
の
採
決
の
結
果
は
賛
成
少
数
で
不
採
択
と
な
り
ま

し
た
。

　
9
月
議
会
初
日
の
本
会
議
に
お
い
て
本
請
願
に
対

す
る
委
員
長
報
告
、質
疑
、討
論
が
行
わ
れ
、議
長
を

除
く
全
議
員
で
採
決
の
結
果
、
賛
成
少
数
で
不
採
択

と
な
り
ま
し
た
。

【
採
択
】
　
　
　

▼
森
林
環
境
譲
与
税
の
譲
与
基
準
の
見
直
し
を
求
め

る
請
願

　（
請
願
者
）

　
　
　
大
田
市
森
林
組
合

　
代
表
理
事
組
合
長 

林 

達
夫

　
　
　
島
根
県
木
材
協
会　

大
田
支
部
長 

山
形 

弘
司

現年耕地災害・現年土木災害・
その他市有財産災害復旧事業

4億6,411万円
7月6日～11日の豪雨により被災した農
地・農業用施設、公共土木施設、市有財
産の災害復旧を行う

物価の上昇が長期化する中、子育て世
帯の負担軽減を目的として、10月～12
月分の学校給食費を無償とする

大田市民会館施設改修事業
1,300万円

大ホールの空調設備に係る冷却装置の
老朽化に伴い、設備の更新を行う

大田市民会館
仁摩町馬路　仁摩高山線の被害

全
会
一
致

学校給食費無償化事業
3,472万円

皆
さ
ん
か
ら
の
請
願
・
陳
情

【
同
意
】
　
　
　

▼
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る

こ
と

　
現
委
員
で
あ
る
竹
下
ち
と
せ
氏
の
任
期
が
本
年

11
月
28
日
満
了
の
た
め
、宮
里
陽
子
氏（
温
泉
津
町
）

を
新
た
に
任
命
す
る
こ
と
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
た

も
の
で
す
。任
期
は
4
年
で
す
。

【
同
意
】

▼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
き

同
意
を
求
め
る
こ
と

　
現
委
員
で
あ
る
田
中
昭
一
氏
、
杉
原
慎
二
氏
、
福

富
雅
英
氏
の
任
期
が
本
年
11
月
29
日
満
了
の
た
め
、

杉
原
慎
二
氏
を
再
任
し
、水
田
雄
二
氏（
水
上
町
）及

び
楫
　
伸
氏
（
大
田
町
）
を
新
た
に
任
命
す
る
こ
と

に
つ
い
て
同
意
を
求
め
た
も
の
で
す
。任
期
は
3
年

で
す
。

【
同
意
】

▼
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る

こ
と

　
現
委
員
で
あ
る
熊
谷
健
氏
の
任
期
が
本
年
11
月

29
日
満
了
の
た
め
、
同
氏
を
再
任
す
る
こ
と
に
つ
い

て
同
意
を
求
め
た
も
の
で
す
。任
期
は
4
年
で
す
。

【
異
議
な
く
同
意
】

▼
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求

め
る
こ
と

　
現
委
員
で
あ
る
福
富
雅
英
氏
、
水
上
恒
子
氏
、
片

山
秀
美
氏
の
任
期
が
本
年
12
月
31
日
満
了
の
た
め
、

福
富
雅
英
氏
及
び
水
上
恒
子
氏
を
再
任
し
、森
本
　

学
氏（
祖
式
町
）を
新
た
に
任
命
す
る
こ
と
に
つ
い
て

意
見
を
求
め
た
も
の
で
す
。任
期
は
3
年
で
す
。

人
事
案
件
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令和4年度決算審査全会計認定する令和4年度決算審査全会計認定する令和4年度決算審査全会計認定する令和4年度決算審査全会計認定する
●公営企業会計決算審査
　特別委員会
　　　  ※◎委員長　○副委員長

◎小川　和也　　○清水　勝
　石橋　秀利　　　月森　和弘
　塩谷　裕志　　　河村　賢治
　宮脇　康郎　　　柿田　賢次

●一般・特別会計決算審査
　特別委員会
　　　  ※◎委員長　○副委員長

◎松村　信之　　○伊藤　康浩
　胡摩田　弘孝　　森山　幸太
　根冝　和之　　　亀谷　優子
　和田　章一郎　　清水　好

公営企業会計決算 一般会計及び特別会計歳入歳出決算
収益的収入

11億7,665万円

6億9,822万円

56億9,793万円

収益的支出
11億3,172万円

6億 417万円

58億3,279万円

資本的収入
4億9,943万円

15億1,241万円

3億6,507万円

資本的支出
8億8,253万円

15億7,907万円

5億6,737万円

水道事業会計
下水道事業会計
病院事業会計

歳入決算額
256億8,682万円

122億9,489万円

歳出決算額
250億1,700万円

119億9,323万円

一般会計
特別会計

令和4年度の決算（一般会計、特別会計、公営企業会計）については、決算
審査特別委員会を設置し、審査を行い、全件認定しました。

賛
成
多
数

松村信之 委員長
まつむらのぶゆき

小川和也 委員長
お がわかず や

歳 

入
問
基
金
は
増
え
、
地
方
債
が
減
と
な
り
、

手
堅
い
決
算
と
言
え
る
。
コ
ロ
ナ
交
付
金

も
あ
り
、
特
別
交
付
税
は
過
去
最
高
額
と

な
っ
て
い
る
が
、
今
後
に
つ
い
て
は
事
業

の
取
捨
選
択
が
必
要
で
は
な
い
の
か
。

答
計
画
性
と
優
先
順
位
を
考
慮
し
平
準

化
し
、
手
法
等
々
検
討
し
な
が
ら
民
間
の

視
点
も
取
り
入
れ
事
業
を
進
め
て
い
く
。

歳 

出
問
定
住
促
進
事
業
で
令
和
4
年
度
の
移

住
者
は
1
2
1
名
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
効
果
と
空
き
家
バ
ン
ク
な
ど
の
定
住
支

援
の
現
状
は
。

答
定
住
支
援
事
業
、
空
き
家
改
修
事
業

に
つ
い
て
は
、
県
内
外
で
区
別
せ
ず
実
施
し

て
い
る
が
、
移
住
者
数
は
横
ば
い
で
あ
る
。

問
コ
ロ
ナ
等
に
よ
り
一
時
的
に
超
過
勤

務
が
増
加
し
て
い
る
の
は
理
解
し
て
い
る

が
、
慢
性
的
な
超
過
勤
務
が
発
生
し
て
い

る
部
署
も
あ
る
。
今
後
の
人
員
配
置
や
、

協
力
体
制
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
慢
性
的
な
超
過
勤
務
に
つ
い
て
は
承

知
し
て
お
り
、
事
業
の
取
捨
選
択
を
含
め

議
論
し
て
い
く
。
人
員
確
保
に
つ
い
て

は
、
中
途
採
用
等
も
考
慮
し
協
議
す
る
。

各
課
の
協
力
体
制
も
人
員
配
置
を
含
め
議

論
し
て
い
く
。

問
高
齢
者
講
習
施
設
新
規
整
備
事
業
の

進
捗
状
況
は
。

答
設
計
が
終
わ
り
、
工
事
発
注
の
た
め

の
図
面
が
整
っ
た
状
況
で
あ
り
、
施
設
に

つ
い
て
は
市
が
直
営
で
管
理
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
。

問
パ
ル
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
何
か

動
き
が
あ
る
の
か
。

答
組
合
に
定
期
訪
問
し
話
し
合
っ
て
い

る
。
公
募
な
ど
は
さ
れ
た
が
、
い
ま
だ
決

定
し
て
い
な
い
。

問
地
籍
調
査
事
業
に
つ
い
て
は
、
高
齢

化
が
進
ん
で
お
り
、
早
く
進
め
な
い
と
い

け
な
い
と
思
う
が
、
進
捗
状
況
は
。

答
7
次
10
か
年
計
画
の
進
行
中
、
現
在

大
田
町
内
を
実
施
し
て
い
る
。
山
林
は
航

空
機
で
境
界
が
確
認
で
き
る
の
で
現
在
導

入
に
つ
い
て
検
討
中
で
あ
る
。
現
在
の
進

捗
率
は
約
37
％
で
あ
る
。

問
道
路
維
持
事
業
に
つ
い
て
、
以
前
は

1
億
5
千
万
円
程
度
の
道
路
維
持
予
算
が

あ
っ
た
が
減
少
し
て
い
る
、
そ
の
現
状
は
。

答
令
和
5
年
に
つ
い
て
は
若
干
減
少
し

て
お
り
、
市
民
か
ら
も
要
望
が
4
8
8
件

出
て
い
る
。
完
了
が
4
6
5
件
、
23
件
が

ま
だ
実
施
さ
れ
て
い
な
い
が
年
度
内
完
了

を
目
標
に
実
施
す
る
。

問
不
登
校
の
生
徒
が
増
え
て
い
る
。
何

か
対
策
は
。

答
現
状
は
小
学
校
は
横
ば
い
、
中
学
校

は
微
増
、
今
後
は
自
立
を
考
え
た
支
援
を

実
施
し
て
い
き
た
い
。
学
校
に
来
る
け
れ

ど
も
教
室
に
入
れ
な
い
子
ど
も
の
対
策
等

に
つ
い
て
も
考
え
て
い
く
。
今
後
は
多
様

な
教
育
に
取
り
組
み
た
い
。

【
主
な
指
摘
事
項
】

・
情
報
の
発
信
事
業
に
つ
い
て
は
各
課
ご

と
で
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
政
策
企
画
あ

る
い
は
総
務
で
そ
の
発
信
の
取
り
ま
と
め

を
。

・
恒
常
的
に
超
過
勤
務
が
多
い
課
に
つ
い

て
の
対
策
を
。

・
地
域
交
通
対
策
は
、
ク
ロ
ス
セ
ク
タ
ー

効
果
の
測
定
を
行
っ
て
ほ
し
い
。
ま
た
、

J
R
に
I
C
カ
ー
ド
決
済
導
入
の
働
き
か

け
を
。

・
大
田
市
に
合
っ
た
独
自
の
転
作
物
を
研
究

し
、
県
に
伝
え
、
共
に
進
め
て
ほ
し
い
。

・
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
赤
字

部
分
は
か
な
り
解
消
さ
れ
て
い
る
が
、
今

年
度
以
降
も
努
力
を
。

・
母
子
家
庭
等
自
立
支
援
事
業
で
は
、
実

習
時
に
交
通
費
を
加
算
す
る
な
ど
、
給
付

の
手
法
の
工
夫
を
。

・
放
課
後
児
童
支
援
事
業
で
は
、
利
用
料

の
負
担
軽
減
措
置
を
。

・
危
険
な
老
朽
化
市
営
住
宅
へ
の
対
応

を
。

・
消
防
団
員
の
処
遇
改
善
を
。
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賛
成
多
数

松村信之 委員長
まつむらのぶゆき

小川和也 委員長
お がわかず や

問
不
登
校
の
生
徒
が
増
え
て
い
る
。
何

か
対
策
は
。

答
現
状
は
小
学
校
は
横
ば
い
、
中
学
校

は
微
増
、
今
後
は
自
立
を
考
え
た
支
援
を

実
施
し
て
い
き
た
い
。
学
校
に
来
る
け
れ

ど
も
教
室
に
入
れ
な
い
子
ど
も
の
対
策
等

に
つ
い
て
も
考
え
て
い
く
。
今
後
は
多
様

な
教
育
に
取
り
組
み
た
い
。

【
主
な
指
摘
事
項
】

・
情
報
の
発
信
事
業
に
つ
い
て
は
各
課
ご

と
で
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
政
策
企
画
あ

る
い
は
総
務
で
そ
の
発
信
の
取
り
ま
と
め

を
。

・
恒
常
的
に
超
過
勤
務
が
多
い
課
に
つ
い

て
の
対
策
を
。

・
地
域
交
通
対
策
は
、
ク
ロ
ス
セ
ク
タ
ー

効
果
の
測
定
を
行
っ
て
ほ
し
い
。
ま
た
、

J
R
に
I
C
カ
ー
ド
決
済
導
入
の
働
き
か

け
を
。

・
大
田
市
に
合
っ
た
独
自
の
転
作
物
を
研
究

し
、
県
に
伝
え
、
共
に
進
め
て
ほ
し
い
。

・
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
赤
字

部
分
は
か
な
り
解
消
さ
れ
て
い
る
が
、
今

年
度
以
降
も
努
力
を
。

・
母
子
家
庭
等
自
立
支
援
事
業
で
は
、
実

習
時
に
交
通
費
を
加
算
す
る
な
ど
、
給
付

の
手
法
の
工
夫
を
。

・
放
課
後
児
童
支
援
事
業
で
は
、
利
用
料

の
負
担
軽
減
措
置
を
。

・
危
険
な
老
朽
化
市
営
住
宅
へ
の
対
応

を
。

・
消
防
団
員
の
処
遇
改
善
を
。

◎
水
道
事
業
会
計

問
有
収
率
の
推
移
に
つ
い
て
。

答
令
和
3
年
度
に
三
瓶
浄
水
場
の
配
水

流
量
計
の
不
具
合
が
判
明
。
令
和
4
年
度

に
配
水
流
量
計
の
交
換
を
行
い
現
在
は
安

定
し
て
い
る
。

問
水
道
料
金
の
収
入
未
済
額
、
給
水
停
止

や
不
納
欠
損
処
分
の
状
況
に
つ
い
て
。

答
滞
納
し
支
払
い
が
で
き
な
い
場
合

も
、
分
納
等
に
よ
り
収
納
率
を
上
げ
て
い

る
。
給
水
停
止
に
つ
い
て
は
、
通
知
を

送
っ
て
も
連
絡
が
つ
か
な
い
場
合
、
現
地

へ
行
き
給
水
停
止
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
督
促
か
ら
5
年
経
過
し
た
も
の
を
不

納
欠
損
処
分
し
て
い
る
。

問
江
の
川
か
ら
の
送
水
管
の
耐
用
年
数
と

送
水
管
の
点
検
に
つ
い
て
。

答
江
の
川
の
送
水
管
に
つ
い
て
は
、
移

管
を
受
け
て
い
る
の
で
大
田
市
の
財
産
に

な
る
。
耐
用
年
数
も
40
年
か
ら
50
年
で
あ

る
た
め
、
更
新
す
る
時
期
で
は
な
い
。

【
主
な
指
摘
事
項
】

・
水
源
に
乏
し
い
地
域
の
中
で
経
営
は
評

価
す
る
が
、
今
後
さ
ら
に
人
口
減
少
が
予

測
さ
れ
る
た
め
、
安
心
・
安
全
で
安
価
に

安
定
的
な
水
道
水
の
供
給
が
提
供
で
き
る

よ
う
検
討
す
る
こ
と
。

・
有
収
率
の
向
上
や
安
定
的
な
水
道
水
の

供
給
の
た
め
、
適
切
な
施
設
の
管
理
や
老

朽
管
の
更
新
を
確
実
に
行
う
こ
と
。

◎
下
水
道
事
業
会
計

問
公
共
ま
す
の
設
置
の
実
態
と
接
続
率
の

向
上
に
つ
い
て
。

答
設
置
を
拒
否
さ
れ
た
方
に
は
再
度
お

願
い
を
し
て
い
る
。
接
続
率
の
向
上
に
向

け
、
令
和
5
年
度
か
ら
大
田
市
下
水
道
事

業
接
続
促
進
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

問
使
用
料
の
見
直
し
に
つ
い
て
。

答
整
備
が
完
了
す
る
ま
で
は
考
え
て
い

な
い
。
集
合
処
理
区
は
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ

ト
が
出
て
く
る
た
め
、
使
用
料
収
入
も
伸

び
て
く
る
。

【
主
な
指
摘
事
項
】

・
都
市
計
画
用
途
区
域
と
下
水
道
整
備
区

域
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
る
よ
う
、
検
討

す
る
こ
と
。

・
大
田
市
下
水
道
基
本
構
想
で
示
さ
れ
た

整
備
計
画
や
関
連
工
事
の
確
実
な
進
捗
を

図
る
こ
と
。

◎
病
院
事
業
会
計

問
医
療
収
益
と
給
与
の
関
係
に
つ
い
て
。

答
若
い
医
師
が
増
え
て
給
与
が
お
さ
え

ら
れ
た
。
病
床
稼
働
率
80
％
を
超
え
な
が

ら
人
件
費
率
60
％
台
を
維
持
で
き
れ
ば
、

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
職
員
の
数
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
い
と
い
け
な
い
時
期
に

な
っ
て
い
る
。

問
医
師
ク
ラ
ー
ク
の
現
状
と
考
え
方
に
つ

い
て
。

答
医
師
が
本
来
の
仕
事
を
行
う
た
め

に
、
電
子
カ
ル
テ
や
書
類
の
整
理
な
ど
を

行
う
医
師
ク
ラ
ー
ク
は
、
常
勤
医
師
に
決

め
ら
れ
た
配
置
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

診
療
報
酬
加
算
が
あ
る
。

【
主
な
指
摘
事
項
】

・
今
後
人
口
減
少
が
進
み
、
外
来
・
入
院

患
者
が
減
り
、
収
益
も
減
少
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。
大
田
市
立
病
院
経
営
強
化

プ
ラ
ン
に
基
づ
き
着
実
な
進
捗
と
更
な
る

経
営
努
力
を
す
る
こ
と
。

公
営
企
業
会
計
で
の
共
通
意
見
・
提
言

負
担
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
、
未
収
債
権

の
新
規
発
生
の
未
然
防
止
に
努
め
る
と
と

も
に
、
債
権
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
に
基
づ

き
効
果
的
な
債
権
回
収
に
取
り
組
む
こ
と
。
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7月臨時市議会 全
会
一
致

議
会
を
傍
聴

　
　  

し
て
み
ま
せ
ん
か

次
の
定
例
会
の
予
定
は
12
月
で
す
。

市
議
会
を
身
近
に
感
じ
る
良
い
機
会
で
す
。

　地
域
や
職
場
の
グ
ル
ー
プ
で
勉
強
会
は

い
か
が
で
す
か
。授
業
の一
環
で
の
見
学
も

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。臨
場
感
あ
ふ
れ
る
議

場
で
の
や
り
と
り
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　団
体
で
の
傍
聴
は
、事
前
に
議
会
事
務
局

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
日
程
が
決
ま
り
次
第
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

ぎ
ん
ざ
ん
テ
レ
ビ
の
告
知
放
送
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
）

☆
傍
聴
席
の
定
員
は
64
名
で
す

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た

め
、間
隔
を
あ
け
て
お
座
り
い
た
だ
け
る
よ

う
、定
員
を
34
名
と
し
て
い
ま
し
た
が
、令

和
5
年
9
月
議
会
よ
り
64
名
に
な
り
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先
：
大
田
市
議
会
事
務
局

　（
T
E
L
：
０
８
５
４ 

－ 

８
３ 

－ 

８
１
３
７
）

補修が必要な欠損箇所の状況

公共施設緊急補修・
修繕対策事業 1,000万円

大田・鳥井・五十猛小学校について、外壁欠損部の
補修工事を実施

石見銀山協働推進事業
（海外鉱山遺跡交流事業を
実施する特定非営利活動法
人に対 する負 担 金 額 の 増
額、及び事業に同行する職
員の旅費等）

そ の 他 の 補 正 補正額

250万円

石見銀山体験ツアー造成
事業（インバウンドの本格
的な回復を目的として、国の

「観光再始動事業」の採択を
受けた「石見銀山Lifestyle
体験ツアー事業」を実施）

2,000万円

令和5年度一般会計補正予算（第3号）令和5年度一般会計補正予算（第3号）令和5年度一般会計補正予算（第3号）令和5年度一般会計補正予算（第3号）
3,250万円3,250万円3,250万円3,250万円

7月21日
開催

【
全
会
一
致
、原
案
可
決
】　
　
　

▼
大
田
市
公
共
料
金
に
関
す
る
審
議

会
条
例
制
定
に
つ
い
て

　
公
共
料
金
の
額
に
つ
い
て
審
議
す

る
た
め
の
審
議
会
を
設
置
す
る
た
め
、

条
例
を
制
定
す
る
も
の
。　

新
設
条
例

議
員
提
出
議
案

【
全
会
一
致
、原
案
可
決
】　
　
　

▼
森
林
環
境
譲
与
税
の
譲
与
基
準
の

見
直
し
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て

　
山
間
部
に
お
け
る
様
々
な
課
題
に

早
急
に
対
応
し
、森
林
整
備
や
人
材
育

成
・
担
い
手
確
保
と
い
っ
た
取
組
を

今
後
本
格
化
さ
せ
て
い
く
に
は
、
多
く

の
森
林
を
抱
え
る
本
市
で
は
、
今
の
譲

与
基
準
の
ま
ま
で
は
森
林
整
備
の
費

用
に
不
足
が
見
込
ま
れ
、さ
ら
な
る
財

源
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。 

森
林
の
多

い
市
町
村
が
、必
要
な
森
林
整
備
を
よ

り
一
層
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、譲
与
基
準
を
見
直
す
こ
と
を
強
く

要
請
す
る
。

９
月
定
例
会
で
審
議
さ
れ
た

そ
の
他
の
内
容



2023.10.19 （6）おおだ市議会だより2023.10.19（7） おおだ市議会だより
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会
を
傍
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し
て
み
ま
せ
ん
か

次
の
定
例
会
の
予
定
は
12
月
で
す
。

市
議
会
を
身
近
に
感
じ
る
良
い
機
会
で
す
。

　地
域
や
職
場
の
グ
ル
ー
プ
で
勉
強
会
は

い
か
が
で
す
か
。授
業
の一
環
で
の
見
学
も

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。臨
場
感
あ
ふ
れ
る
議

場
で
の
や
り
と
り
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　団
体
で
の
傍
聴
は
、事
前
に
議
会
事
務
局

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
日
程
が
決
ま
り
次
第
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

ぎ
ん
ざ
ん
テ
レ
ビ
の
告
知
放
送
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
）

☆
傍
聴
席
の
定
員
は
64
名
で
す

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た

め
、間
隔
を
あ
け
て
お
座
り
い
た
だ
け
る
よ

う
、定
員
を
34
名
と
し
て
い
ま
し
た
が
、令

和
5
年
9
月
議
会
よ
り
64
名
に
な
り
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先
：
大
田
市
議
会
事
務
局

　（
T
E
L
：
０
８
５
４ 

－ 

８
３ 

－ 

８
１
３
７
）

補修が必要な欠損箇所の状況

公共施設緊急補修・
修繕対策事業 1,000万円

大田・鳥井・五十猛小学校について、外壁欠損部の
補修工事を実施

石見銀山協働推進事業
（海外鉱山遺跡交流事業を
実施する特定非営利活動法
人に対 する負 担 金 額 の 増
額、及び事業に同行する職
員の旅費等）

そ の 他 の 補 正 補正額

250万円

石見銀山体験ツアー造成
事業（インバウンドの本格
的な回復を目的として、国の

「観光再始動事業」の採択を
受けた「石見銀山Lifestyle
体験ツアー事業」を実施）

2,000万円

令和5年度一般会計補正予算（第3号）令和5年度一般会計補正予算（第3号）令和5年度一般会計補正予算（第3号）令和5年度一般会計補正予算（第3号）
3,250万円3,250万円3,250万円3,250万円

7月21日
開催

【
全
会
一
致
、原
案
可
決
】　
　
　

▼
大
田
市
公
共
料
金
に
関
す
る
審
議

会
条
例
制
定
に
つ
い
て

　
公
共
料
金
の
額
に
つ
い
て
審
議
す

る
た
め
の
審
議
会
を
設
置
す
る
た
め
、

条
例
を
制
定
す
る
も
の
。　

新
設
条
例

議
員
提
出
議
案

【
全
会
一
致
、原
案
可
決
】　
　
　

▼
森
林
環
境
譲
与
税
の
譲
与
基
準
の

見
直
し
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て

　
山
間
部
に
お
け
る
様
々
な
課
題
に

早
急
に
対
応
し
、森
林
整
備
や
人
材
育

成
・
担
い
手
確
保
と
い
っ
た
取
組
を

今
後
本
格
化
さ
せ
て
い
く
に
は
、
多
く

の
森
林
を
抱
え
る
本
市
で
は
、
今
の
譲

与
基
準
の
ま
ま
で
は
森
林
整
備
の
費

用
に
不
足
が
見
込
ま
れ
、さ
ら
な
る
財

源
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。 

森
林
の
多

い
市
町
村
が
、必
要
な
森
林
整
備
を
よ

り
一
層
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、譲
与
基
準
を
見
直
す
こ
と
を
強
く

要
請
す
る
。

９
月
定
例
会
で
審
議
さ
れ
た

そ
の
他
の
内
容
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議 員 名 等

　議 案 名

議
決
結
果

反
対
等

：
賛

成

塩
谷
裕
志

伊
藤
康
浩

柿
田
賢
次

清
水
　
好

宮
脇
康
郎

和
田
章
一
郎

亀
谷
優
子

根
冝
和
之

森
山
幸
太

胡
摩
田
弘
孝

小
川
和
也

石
田
洋
治

松
村
信
之

河
村
賢
治

月
森
和
弘

石
橋
秀
利

清
水
　
勝

小
林
　
太

■市長提出議案
議案第140号　令和5年度大田市一般会計補正予算（第3号） 可決 17：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

◇7月臨時会提出議案等賛否一覧表

議 員 名 等

　議 案 名

議
決
結
果

反
対
等

：
賛

成

塩
谷
裕
志

伊
藤
康
浩

柿
田
賢
次

清
水
　
好

宮
脇
康
郎

和
田
章
一
郎

亀
谷
優
子

根
冝
和
之

森
山
幸
太

胡
摩
田
弘
孝

小
川
和
也

石
田
洋
治

松
村
信
之

河
村
賢
治

月
森
和
弘

石
橋
秀
利

清
水
　
勝

小
林
　
太

■市長提出議案
議案第141号　専決処分（令和5年度大田市一般会計補正予算（第4
号））の承認について 承認 17：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第142号　令和4年度大田市一般会計及び特別会計歳入歳出決算
認定について 認定 15：2 ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第143号　令和4年度大田市水道事業会計利益の処分及び決算認
定について

可決
認定 15：2 ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第144号　令和4年度大田市下水道事業会計決算認定について 認定 17：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第145号　令和4年度大田市病院事業会計決算認定について 認定 15：2 ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第146号　令和5年度大田市一般会計補正予算（第5号） 可決 17：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第147号　令和5年度大田市国民健康保険事業特別会計補正予算
（第2号） 可決 17：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第148号　令和5年度大田市介護保険事業特別会計補正予算（第
1号） 可決 17：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第149号　令和5年度大田市水道事業会計補正予算（第1号） 可決 17：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第150号　令和5年度大田市下水道事業会計補正予算（第1号） 可決 17：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第151号　令和5年度大田市病院事業会計補正予算（第1号） 可決 17：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第152号　大田市公共料金に関する審議会条例制定について 可決 17：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第153号　大田市まちづくりセンターの設置及び管理に関する条
例等の一部を改正する条例制定について 可決 15：2 ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第154号　大田市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例制定について 可決 17：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第155号　大田市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定について 可決 17：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第156号　大田市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の一部を改正する条例制定について 可決 17：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第157号　大田市消防団員の定員、任免、給与及び服務等に関す
る条例の一部を改正する条例制定について 可決 17：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第160号　教育委員会委員の任命につき同意を求めることについ
て 同意 17：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第161号　固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求め
ることについて 同意 17：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第162号　固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求め
ることについて 同意 17：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第163号　固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求め
ることについて 同意 17：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第164号　公平委員会委員の選任につき同意を求めることについ
て 同意 17：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第165号　人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることに
ついて

異議
なし 17：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第166号　人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることに
ついて

異議
なし 17：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第167号　人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることに
ついて

異議
なし 17：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

■議員提出議案
議案第158号　特別委員会の設置について 可決 17：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第159号　特別委員会の設置について 可決 17：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

意第6号　森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求める意見書の提出
について 可決 17：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

■請願・陳情
請願第3号　サンレディー大田の継続利用を求める件についての請願 不採択 5：12 ● ● 〇 ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ―

請願第4号　森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求める請願 採択 17：0 ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ○ 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ―

※定数18名、うち議長（小林　太）は採決に加わりません
※○は賛成、●は反対等（反対、継続審査、態度保留等々）

◇9月定例会提出議案等賛否一覧表



市政のここが聞きたい

2023.10.19 （8）おおだ市議会だより2023.10.19（9） おおだ市議会だより

いっぱん質問 市政に対する一般質問は、9月7日、8日に行われ、10人の議員が執行部の考
えをただしました。
質問と答弁の要旨は次のとおりです。掲載する質問事項は1人1議題とし、
その他の質問項目があった場合は、質問項目のみを掲載しています。（内容
は、ホームページ（https://www.city.oda.lg.jp/）で閲覧できます。）

▲鳥井町の写真家　宮脇 洸太さん撮影（国際ウェディングフォトコンテスト「COSMOS AWARDS 2023」ウェディングフォト部門　世界2位受賞作品）

在宅医療・介護における
暴力とハラスメント

の現状は

実態把握に努め
　　　ヒアリングを実施

マイナンバーカードの
普及の現況及び問題点は

誤交付など窓口での
　　　　　トラブルはない

学校再編の見直し
今後の進め方は

よりよい教育のため想定を超える
現実に素早く対応する

根
ね

冝
ぎ

　和
かず

之
ゆき

 議員

質
問
　
令
和
4
年
1
月
、埼
玉
県
ふ

じ
み
野
市
で
在
宅
医
療
を
行
っ

て
い
る
医
師
が
犠
牲
に
な
っ
た
立
て
こ

も
り
事
件
が
あ
っ
た
。こ
れ
を
う
け
て
、

埼
玉
県
は
在
宅
医
療・介
護
従
事
者
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、患
者
や
利

用
者
な
ど
か
ら
暴
力
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

を
受
け
て
い
る
多
く
の
実
例
が
報
告
さ

れ
た
。

①
大
田
市
の
在
宅
医
療
・
介
護
に
お
け

る
、患
者
や
利
用
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
と

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
実
態
把
握
を
し
て
い
る

の
か
。

②
専
用
の
相
談
窓
口
が
あ
る
の
か
。

答
弁
①
医
療
分
野
で
は
、医
療
政
策
課

に
お
い
て
定
期
的
に
医
師
会
の
診

療
所
を
訪
問
し
、課
題
等
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

実
施
し
て
い
る
。在
宅
医
療
に
お
け
る
暴
力

や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
に
関
す
る
こ
と
は
ヒ
ア

リ
ン
グ
、ア
ン
ケ
ー
ト
等
は
行
っ
て
お
ら
ず

把
握
し
て
い
な
い
。ま
ず
は
実
態
把
握
が
必

要
で
あ
り
、そ
の
方
法
に
つ
い
て
は
医
師
会

と
相
談
し
な
が
ら
実
施
し
て
い
く
。

　
介
護
分
野
で
は
、こ
れ
ま
で
数
件
事
業
者

か
ら
の
相
談
が
あ
り
、ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
内

容
や
状
況
に
よ
り
各
関
係
機
関
に
よ
る
協

議
を
実
施
し
、対
応
し
て
き
た
。

　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
に
つ
い
て
は
、マ
ニ
ュ

ア
ル
や
研
修
の
手
引
を
作
成
し
、周
知
し
て

い
る
。カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
に

つ
い
て
は
、努
力
義
務
で
あ
り
、今
後
実
態

把
握
し
た
上
で
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

②
島
根
県
で
は
、専
用
の
相
談
機
関
は
な

く
、大
田
市
も
設
け
て
い
な
い
。在
宅
医
療
、

介
護
の
事
業
者
か
ら
の
相
談
が
あ
っ
た
場
合

は
、担
当
課
に
て
個
別
に
対
応
し
て
い
る
。

ま
た
、早
急
に
対
応
す
べ
き
場
合
は
、警
察

や
弁
護
士
へ
の
相
談
等
も
助
言
し
て
い
き
た

い
。根

冝
議
員
そ
の
他
の
質
問
項
目

・
大
田
市
の
農
業
に
つ
い
て

市政のここが聞きたい

2023.10.19 （8）おおだ市議会だより2023.10.19（9） おおだ市議会だより

いっぱん質問 市政に対する一般質問は、9月7日、8日に行われ、10人の議員が執行部の考
えをただしました。
質問と答弁の要旨は次のとおりです。掲載する質問事項は1人1議題とし、
その他の質問項目があった場合は、質問項目のみを掲載しています。（内容
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▲鳥井町の写真家　宮脇 洸太さん撮影（国際ウェディングフォトコンテスト「COSMOS AWARDS 2023」ウェディングフォト部門　世界2位受賞作品）

在宅医療・介護における
暴力とハラスメント

の現状は

実態把握に努め
　　　ヒアリングを実施

マイナンバーカードの
普及の現況及び問題点は

誤交付など窓口での
　　　　　トラブルはない

学校再編の見直し
今後の進め方は

よりよい教育のため想定を超える
現実に素早く対応する

答
弁
①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

は
、平
成
28
年
1
月
か
ら
始
ま
り
、

本
年
8
月
27
日
現
在
で
交
付
枚
数

2
万
5
千
37
枚
、交
付
率
76・4
％
で
あ
る
。

国
は
、普
及
率
の
高
い
自
治
体
に
地
方
交
付

税
を
上
乗
せ
す
る
と
し
た
が
、本
市
は
5
月

末
段
階
で
基
準
と
な
る
保
有
率
を
超
え
て

い
な
か
っ
た
た
め
、割
り
増
し
の
対
象
と
は

な
ら
な
か
っ
た
。窓
口
で
の
誤
交
付
等
の
ト

ラ
ブ
ル
は
な
く
、総
体
的
に
現
在
の
人
員
の

中
で
対
応
で
き
た
。

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
総
点
検
は
、7

月
に
実
施
し
た
各
業
務
に
お
け
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
と
情
報
と
の
ひ
も
づ
け
方
法
に
関
す

る
調
査
と
、そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、11
月
末

ま
で
の
実
施
が
求
め
ら
れ
る
全
個
別
デ
ー

タ
の
点
検
で
あ
る
。現
在
は
点
検
を
求
め
ら

れ
た
業
務
に
つ
い
て
対
応
し
て
い
る
。

　
健
康
保
険
証
の
代
わ
り
と
な
る
資
格
確

認
書
に
つ
い
て
は
、国
は
有
効
期
間
を
5
年

と
し
て
進
め
て
い
く
と
し
て
い
る
が
、そ
の

詳
細
が
示
さ
れ
次
第
、適
切
に
対
応
し
て
い

き
た
い
。

清
し

水
みず

　 勝
まさる

 議員

胡
ご

摩
ま

田
だ

弘
ひろ

孝
たか
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ア
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ン
ケ
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行
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お
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ず

把
握
し
て
い
な
い
。ま
ず
は
実
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把
握
が
必

要
で
あ
り
、そ
の
方
法
に
つ
い
て
は
医
師
会

と
相
談
し
な
が
ら
実
施
し
て
い
く
。

　
介
護
分
野
で
は
、こ
れ
ま
で
数
件
事
業
者

か
ら
の
相
談
が
あ
り
、ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
内

容
や
状
況
に
よ
り
各
関
係
機
関
に
よ
る
協

議
を
実
施
し
、対
応
し
て
き
た
。

　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
に
つ
い
て
は
、マ
ニ
ュ

ア
ル
や
研
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の
手
引
を
作
成
し
、周
知
し
て

い
る
。カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
に

つ
い
て
は
、努
力
義
務
で
あ
り
、今
後
実
態

把
握
し
た
上
で
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

②
島
根
県
で
は
、専
用
の
相
談
機
関
は
な

く
、大
田
市
も
設
け
て
い
な
い
。在
宅
医
療
、

介
護
の
事
業
者
か
ら
の
相
談
が
あ
っ
た
場
合

は
、担
当
課
に
て
個
別
に
対
応
し
て
い
る
。

ま
た
、早
急
に
対
応
す
べ
き
場
合
は
、警
察

や
弁
護
士
へ
の
相
談
等
も
助
言
し
て
い
き
た

い
。根

冝
議
員
そ
の
他
の
質
問
項
目

・
大
田
市
の
農
業
に
つ
い
て

質
問
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

「
全
国
民
に
行
き
渡
ら
せ
る
」

と
最
大
2
万
点
の
ポ
イ
ン
ト
付
与
や
自

治
体
間
で
の
取
得
率
に
応
じ
た
交
付
税

の
上
乗
せ
等
に
よ
り
カ
ー
ド
取
得
者
が

急
激
に
増
大
し
、自
治
体
の
窓
口
に
殺

到
。混
乱
と
多
繁
化
を
招
き
、誤
登
録
や

情
報
漏
洩
等
の
ト
ラ
ブ
ル
が
相
次
い
で

い
る
。人
権
の
尊
重
や
個
人
情
報
の
堅

持
が
案
じ
ら
れ
る
観
点
か
ら
伺
う
。

①
当
市
に
お
け
る
ト
ラ
ブ
ル
の
有
無
、交

付
税
の
動
向
。全
国
自
治
体
調
査
な
ど

を
伺
う
。

②
健
康
保
険
証
の
代
わ
り
と
な
る
資
格

確
認
書
の
発
行
、各
種
情
報
と
の
ひ
も
づ

け
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
、総
点
検
を
11
月
末
日

完
了
等
に
よ
る
労
働
過
重
も
懸
念
さ
れ

る
が
、対
応
方
を
尋
ね
る
。

1
7
0
人
前
後
と
予
測
を
大
き
く
超
え
て
減

少
し
、施
設
状
況
に
つ
い
て
も
想
定
を
超
え

る
劣
化
が
見
ら
れ
、対
症
療
法
的
で
は
対
応

で
き
ず
、早
急
で
抜
本
的
な
対
応
が
急
務
で

あ
る
。

②
統
合
に
よ
る
学
校
規
模
拡
大
の
影
響
で

不
登
校
児
童
生
徒
の
増
加
が
考
え
ら
れ
、そ

の
点
に
つ
い
て
も
考
慮
し
な
が
ら
、現
在
、

複
数
の
再
編
パ
タ
ー
ン
に
よ
る
素
案
を
作

成
し
て
い
る
。今
後
、市
民
向
け
説
明
会
等

の
開
催
に
よ
り
幅
広
い
意
見
を
聞
き
、ま
た

学
識
経
験
者
、Ｐ
Ｔ
Ａ
の
代
表
等
幅
広
い
分

野
の
方
々
で
構
成
す
る
大
田
市
学
校
の
あ

り
方
に
関
す
る
計
画
等
検
討
委
員
会
を
設

置
し
年
度
内
に
最
終
案
を
提
示
す
る
。再
編

後
、中
学
校
は
現

状
の
6
校
か
ら

2
〜
3
校
へ
、小

学
校
は
地
域
性

等
を
考
慮
し
、現

状
の
15
校
か
ら

5
〜
6
校
に
な

る
と
考
え
て
い

る
。

質
問
　
教
育
委
員
会
で
は
、児
童・生

徒
の
個
性
や
適
性
に
応
じ
た
多

様
な
学
び
を
追
求
で
き
る
体
制
や
、教
育

環
境
を
整
え
て
い
く
た
め「
学
校
の
あ

り
方
に
関
す
る
実
施
計
画
」を
令
和
3

年
度
末
に
作
成
し
て
い
る
。し
か
し
、教

育
環
境
の
急
激
な
変
化
に
伴
い
、小
中
学

校
再
編
の
見
直
し
の
必
要
性
に
迫
ら
れ

て
い
る
が
、地
域
や
保
護
者
、関
係
者
の

方
々
に
問
題
提
起
や
指
針
を
示
し
、理
解

や
協
力
を
頂
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考

え
、以
下
の
事
に
つ
い
て
伺
う
。

①
計
画
変
更
の
理
由
や
見
直
し
の
考
え

方
に
つ
い
て

②
再
編
の
課
題
や
今
後
の
進
め
方
に
つ

い
て

答
弁
①
大
田
市
の
出
生
数
は
、現
計
画
の

策
定
時
点
の
年
間
2
0
0
人
か
ら

▲大田小学校



市政のここが聞きたい

2023.10.19 （8）おおだ市議会だより2023.10.19（9） おおだ市議会だより

いっぱん質問 市政に対する一般質問は、9月7日、8日に行われ、10人の議員が執行部の考
えをただしました。
質問と答弁の要旨は次のとおりです。掲載する質問事項は1人1議題とし、
その他の質問項目があった場合は、質問項目のみを掲載しています。（内容
は、ホームページ（https://www.city.oda.lg.jp/）で閲覧できます。）

▲鳥井町の写真家　宮脇 洸太さん撮影（国際ウェディングフォトコンテスト「COSMOS AWARDS 2023」ウェディングフォト部門　世界2位受賞作品）

在宅医療・介護における
暴力とハラスメント

の現状は

実態把握に努め
　　　ヒアリングを実施

マイナンバーカードの
普及の現況及び問題点は

誤交付など窓口での
　　　　　トラブルはない

学校再編の見直し
今後の進め方は

よりよい教育のため想定を超える
現実に素早く対応する

答
弁
①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

は
、平
成
28
年
1
月
か
ら
始
ま
り
、

本
年
8
月
27
日
現
在
で
交
付
枚
数

2
万
5
千
37
枚
、交
付
率
76・4
％
で
あ
る
。

国
は
、普
及
率
の
高
い
自
治
体
に
地
方
交
付

税
を
上
乗
せ
す
る
と
し
た
が
、本
市
は
5
月

末
段
階
で
基
準
と
な
る
保
有
率
を
超
え
て

い
な
か
っ
た
た
め
、割
り
増
し
の
対
象
と
は

な
ら
な
か
っ
た
。窓
口
で
の
誤
交
付
等
の
ト

ラ
ブ
ル
は
な
く
、総
体
的
に
現
在
の
人
員
の

中
で
対
応
で
き
た
。

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
総
点
検
は
、7

月
に
実
施
し
た
各
業
務
に
お
け
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
と
情
報
と
の
ひ
も
づ
け
方
法
に
関
す

る
調
査
と
、そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、11
月
末

ま
で
の
実
施
が
求
め
ら
れ
る
全
個
別
デ
ー

タ
の
点
検
で
あ
る
。現
在
は
点
検
を
求
め
ら

れ
た
業
務
に
つ
い
て
対
応
し
て
い
る
。

　
健
康
保
険
証
の
代
わ
り
と
な
る
資
格
確

認
書
に
つ
い
て
は
、国
は
有
効
期
間
を
5
年

と
し
て
進
め
て
い
く
と
し
て
い
る
が
、そ
の

詳
細
が
示
さ
れ
次
第
、適
切
に
対
応
し
て
い

き
た
い
。

清
し

水
みず

　 勝
まさる

 議員

胡
ご

摩
ま

田
だ

弘
ひろ

孝
たか

 議員

や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
に
関
す
る
こ
と
は
ヒ
ア

リ
ン
グ
、ア
ン
ケ
ー
ト
等
は
行
っ
て
お
ら
ず

把
握
し
て
い
な
い
。ま
ず
は
実
態
把
握
が
必

要
で
あ
り
、そ
の
方
法
に
つ
い
て
は
医
師
会

と
相
談
し
な
が
ら
実
施
し
て
い
く
。

　
介
護
分
野
で
は
、こ
れ
ま
で
数
件
事
業
者

か
ら
の
相
談
が
あ
り
、ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
内

容
や
状
況
に
よ
り
各
関
係
機
関
に
よ
る
協

議
を
実
施
し
、対
応
し
て
き
た
。

　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
に
つ
い
て
は
、マ
ニ
ュ

ア
ル
や
研
修
の
手
引
を
作
成
し
、周
知
し
て

い
る
。カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
に

つ
い
て
は
、努
力
義
務
で
あ
り
、今
後
実
態

把
握
し
た
上
で
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

②
島
根
県
で
は
、専
用
の
相
談
機
関
は
な

く
、大
田
市
も
設
け
て
い
な
い
。在
宅
医
療
、

介
護
の
事
業
者
か
ら
の
相
談
が
あ
っ
た
場
合

は
、担
当
課
に
て
個
別
に
対
応
し
て
い
る
。

ま
た
、早
急
に
対
応
す
べ
き
場
合
は
、警
察

や
弁
護
士
へ
の
相
談
等
も
助
言
し
て
い
き
た

い
。根

冝
議
員
そ
の
他
の
質
問
項
目

・
大
田
市
の
農
業
に
つ
い
て

質
問
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

「
全
国
民
に
行
き
渡
ら
せ
る
」

と
最
大
2
万
点
の
ポ
イ
ン
ト
付
与
や
自

治
体
間
で
の
取
得
率
に
応
じ
た
交
付
税

の
上
乗
せ
等
に
よ
り
カ
ー
ド
取
得
者
が

急
激
に
増
大
し
、自
治
体
の
窓
口
に
殺

到
。混
乱
と
多
繁
化
を
招
き
、誤
登
録
や

情
報
漏
洩
等
の
ト
ラ
ブ
ル
が
相
次
い
で

い
る
。人
権
の
尊
重
や
個
人
情
報
の
堅

持
が
案
じ
ら
れ
る
観
点
か
ら
伺
う
。

①
当
市
に
お
け
る
ト
ラ
ブ
ル
の
有
無
、交

付
税
の
動
向
。全
国
自
治
体
調
査
な
ど

を
伺
う
。

②
健
康
保
険
証
の
代
わ
り
と
な
る
資
格

確
認
書
の
発
行
、各
種
情
報
と
の
ひ
も
づ

け
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
、総
点
検
を
11
月
末
日

完
了
等
に
よ
る
労
働
過
重
も
懸
念
さ
れ

る
が
、対
応
方
を
尋
ね
る
。

1
7
0
人
前
後
と
予
測
を
大
き
く
超
え
て
減

少
し
、施
設
状
況
に
つ
い
て
も
想
定
を
超
え

る
劣
化
が
見
ら
れ
、対
症
療
法
的
で
は
対
応

で
き
ず
、早
急
で
抜
本
的
な
対
応
が
急
務
で

あ
る
。

②
統
合
に
よ
る
学
校
規
模
拡
大
の
影
響
で

不
登
校
児
童
生
徒
の
増
加
が
考
え
ら
れ
、そ

の
点
に
つ
い
て
も
考
慮
し
な
が
ら
、現
在
、

複
数
の
再
編
パ
タ
ー
ン
に
よ
る
素
案
を
作

成
し
て
い
る
。今
後
、市
民
向
け
説
明
会
等

の
開
催
に
よ
り
幅
広
い
意
見
を
聞
き
、ま
た

学
識
経
験
者
、Ｐ
Ｔ
Ａ
の
代
表
等
幅
広
い
分

野
の
方
々
で
構
成
す
る
大
田
市
学
校
の
あ

り
方
に
関
す
る
計
画
等
検
討
委
員
会
を
設

置
し
年
度
内
に
最
終
案
を
提
示
す
る
。再
編

後
、中
学
校
は
現

状
の
6
校
か
ら

2
〜
3
校
へ
、小

学
校
は
地
域
性

等
を
考
慮
し
、現

状
の
15
校
か
ら

5
〜
6
校
に
な

る
と
考
え
て
い

る
。

質
問
　
教
育
委
員
会
で
は
、児
童・生

徒
の
個
性
や
適
性
に
応
じ
た
多

様
な
学
び
を
追
求
で
き
る
体
制
や
、教
育

環
境
を
整
え
て
い
く
た
め「
学
校
の
あ

り
方
に
関
す
る
実
施
計
画
」を
令
和
3

年
度
末
に
作
成
し
て
い
る
。し
か
し
、教

育
環
境
の
急
激
な
変
化
に
伴
い
、小
中
学

校
再
編
の
見
直
し
の
必
要
性
に
迫
ら
れ

て
い
る
が
、地
域
や
保
護
者
、関
係
者
の

方
々
に
問
題
提
起
や
指
針
を
示
し
、理
解

や
協
力
を
頂
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考

え
、以
下
の
事
に
つ
い
て
伺
う
。

①
計
画
変
更
の
理
由
や
見
直
し
の
考
え

方
に
つ
い
て

②
再
編
の
課
題
や
今
後
の
進
め
方
に
つ

い
て

答
弁
①
大
田
市
の
出
生
数
は
、現
計
画
の

策
定
時
点
の
年
間
2
0
0
人
か
ら

▲大田小学校



市政のここが聞きたい いっぱん質問

2023.10.19 （10）おおだ市議会だより2023.10.19（11）おおだ市議会だより

公共施設緊急補修・修繕
今後の取り組みは

財政を鑑み、予防保全に取り組む

仁摩町の
買い物支援策は

移動販売事業者を支援

増える業務量
市職員の負担軽減を

業務の効率化、職員負担の軽減を
目指しデジタル化を推進

大田市の
子育て支援策は

市全体で人口減少の危機感を
共有し、効果的な施策を

柿
かき

田
だ

　賢
けん

次
じ

 議員

亀
かめ

谷
たに

　優
ゆう

子
こ

 議員

　
こ
の
う
ち
、国
庫
補
助
金
等
の
財
源
が
確

保
で
き
る
も
の
以
外
の
、修
繕
の
優
先
度
が

高
い
も
の
は
合
計
で
2
7
5
か
所
と
判
定

を
し
て
お
り
、施
設
修
繕
の
た
め
の
特
別
枠

を
新
た
に
設
け
、今
年
度
を
含
め
3
年
程
度

で
緊
急
性
が
高
い
も
の
か
ら
予
算
化
し
、重

点
的
に
取
り
組
む
。

②
地
方
公
共
団
体
の
財
政
は
大
変
厳
し
い

状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
な
ど
の
国
庫
補
助
制
度
や
公
共

施
設
等
適
正
管
理
推
進
事
業
債
等
の
地
方

債
を
有
効
に
活
用
し
、財
源
の
確
保
、財
政

負
担
の
平
準
化
に
努
め
る
。

③
全
て
の
公
共
施
設
に
つ
い
て
直
ち
に
予
防

保
全
に
よ
り
改
修
等
を
実
施
し
て
い
く
の

は
、件
数
の
多
さ
や
財
政
負
担
か
ら
も
厳
し

い
状
況
の
た
め
、ま
ず
は
、現
在
取
り
組
ん

で
い
る
緊
急
補
修
を
可
能
な
限
り
速
や
か

に
実
施
し
、財
政
状
況
を
鑑
み
な
が
ら
、将

来
的
に
は

予
防
保
全

に
取
り
組

ん
で
い
き

た
い
。

質
問
　
3
月
に
起
き
た
大
森
の
転
落

事
故
後
、市
は
公
共
施
設
や
観

光
地
、市
道
な
ど
一
斉
に
緊
急
点
検
が

行
わ
れ
た
。点
検
後
2
7
0
か
所
の
修

繕
必
要
な
箇
所
が
判
明
し
、今
年
度
は

観
光
地
や
公
共
施
設
な
ど
優
先
度
の
高

い
箇
所
、66
か
所
を
修
繕
予
定
で
あ
る

が
、来
年
度
以
降
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

伺
う
。

①
修
繕
箇
所
の
今
後
の
計
画

②
財
源
の
確
保

③
事
後
保
全
の
対
応

答
弁
①
年
度
当
初
、優
先
度
の
高
い
箇

所
に
つ
い
て
予
算
措
置
を
講
じ
対

応
し
て
い
る
が
、そ
の
後
の
追
加
の
調
査
で

は
、簡
易
な
小
修
繕
か
ら
将
来
的
な
予
防
保

全
ま
で
の
案
件
が
4
6
7
か
所
報
告
さ
て

い
る
。

答
弁
①
買
物
支
援
は
重
要
な
施
策
で
あ

り
、事
業
者
等
か
ら
、環
境
整
備
の

た
め
の
施
設
改
修
や
移
動
販
売
の
強
化
を

行
い
た
い
と
の
声
が
あ
れ
ば
、引
き
続
き
島

根
県
と
連
携
し
、整
備
等
に
係
る
経
費
へ
の

補
助
を
検
討
し
た
い
。

②
本
市
で
は
、現
在
、地
域
公
共
交
通
計
画

を
策
定
中
で
あ
る
。ニ
ー
ズ
の
把
握
、公
共

交
通
の
課
題
整
理
を
行
い
、公
共
交
通
の
維

持
に
向
け
た
取
り
組
み
を
検
討
し
た
い
。

③
以
前
よ
り
、移
動
販
売
に
要
す
る
経
費
を

支
援
す
る
補
助
制
度
を
設
け
て
い
る
。今
年

度
は
、当
初
予
算
で
関
係
事
業
の
予
算
を
計

上
し
て
お
り
、移
動
販
売
車
の
更
新
事
業
に

対
し
、補
助
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

④
道
の
駅
の
利
用
者
や
周
辺
住
民
な
ど
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
は
必
要
と
考
え
て

い
る
。今
後
、道
の
駅
の
利
用
者
の
利
便
性

の
向
上
、日
常
生
活
を
維
持
す
る
上
で
必
要

と
な
る
商
品
の
充
実
に
つ
い
て
、指
定
管
理

者
と
協
議
し
た
い
。

質
問
　
仁
摩
町
内
唯
一
の
食
品
ス
ー

パ
ー
が
3
月
末
に
閉
店
し
た
こ

と
か
ら
、買
い
物
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

①
現
状
を
ど
う
認
識
し
、ど
の
よ
う
な
対

応
が
必
要
と
考
え
て
い
る
か
。

②「
今
は
車
が
あ
る
か
ら
何
と
か
な
っ
て

い
る
が
将
来
が
不
安
だ
」と
の
意
見
も

出
て
い
る
。気
軽
に
出
か
け
ら
れ
る
よ
う

に
公
共
交
通
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
重

要
で
は
な
い
か
。

③
移
動
販
売
へ
の
支
援
が
必
要
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

④
買
い
物
支
援
と
、地
元
の
リ
ピ
ー
ト

客
を
増
や
す
と
い
う
観
点
か
ら
、道
の
駅

の
品
揃
え
を
も
っ
と
地
域
住
民
の
要
望

に
応
え
た
内
容
に
し
て
い
く
べ
き
で
は

な
い
か
。

▲大森町内
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公共施設緊急補修・修繕
今後の取り組みは

財政を鑑み、予防保全に取り組む

仁摩町の
買い物支援策は

移動販売事業者を支援

増える業務量
市職員の負担軽減を

業務の効率化、職員負担の軽減を
目指しデジタル化を推進

大田市の
子育て支援策は

市全体で人口減少の危機感を
共有し、効果的な施策を

和
わ

田
だ

章
しょう

一
いち

郎
ろう

 議員

伊
い

藤
とう

　康
やす

浩
ひろ

 議員
　
こ
の
う
ち
、国
庫
補
助
金
等
の
財
源
が
確

保
で
き
る
も
の
以
外
の
、修
繕
の
優
先
度
が

高
い
も
の
は
合
計
で
2
7
5
か
所
と
判
定

を
し
て
お
り
、施
設
修
繕
の
た
め
の
特
別
枠

を
新
た
に
設
け
、今
年
度
を
含
め
3
年
程
度

で
緊
急
性
が
高
い
も
の
か
ら
予
算
化
し
、重

点
的
に
取
り
組
む
。

②
地
方
公
共
団
体
の
財
政
は
大
変
厳
し
い

状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
な
ど
の
国
庫
補
助
制
度
や
公
共

施
設
等
適
正
管
理
推
進
事
業
債
等
の
地
方

債
を
有
効
に
活
用
し
、財
源
の
確
保
、財
政

負
担
の
平
準
化
に
努
め
る
。

③
全
て
の
公
共
施
設
に
つ
い
て
直
ち
に
予
防

保
全
に
よ
り
改
修
等
を
実
施
し
て
い
く
の

は
、件
数
の
多
さ
や
財
政
負
担
か
ら
も
厳
し

い
状
況
の
た
め
、ま
ず
は
、現
在
取
り
組
ん

で
い
る
緊
急
補
修
を
可
能
な
限
り
速
や
か

に
実
施
し
、財
政
状
況
を
鑑
み
な
が
ら
、将

来
的
に
は

予
防
保
全

に
取
り
組

ん
で
い
き

た
い
。

月
平
均
時
間
外
勤
務
は
、前
年
の
12・3
時

間
か
ら
10・2
時
間
に
減
少
、令
和
4
年
度

は
、10・9
時
間
で
あ
る
。シ
ス
テ
ム
導
入
に

よ
り
直
ち
に
時
間
外
勤
務
の
削
減
に
つ
な

が
る
も
の
で
は
な
い
が
、今
後
も
業
務
の
効

率
化
を
進
め
て
い
く
。

②
大
田
市
行
財
政
改
革
推
進
大
綱
で
は
、効

果
的
で
効
率
的
な
市
政
運
営
を
掲
げ
て
お

り
、具
体
的
に
は
、業
務
の
効
率
化
に
つ
な

が
る
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
、事
務
事

業
の
見
直
し
に
あ
た
っ
て
は
、市
民
ニ
ー
ズ

や
厳
し
い
財
政
状
況
に
鑑
み
、事
業
の
選
択

と
集
中
に
取
り
組
ん
で
い
る
。こ
う
し
た
取

り
組
み
を
通
じ
て
、業
務
の
削
減
と
効
率
化

を
は
か
っ
て
い
く
。

③
デ
ジ
タ
ル
化
に
あ
た
っ
て
は
、こ
れ
ま
で

の
業
務
手
順
の
見
直
し
等
業
務
改
革
が
重

要
で
、職
員
研
修
会
等
も

開
催
し
た
い
。

　
シ
ス
テ
ム
導
入
に
つ
い
て

は
、担
当
課
と
情
報
企
画

課
の
連
携
を
密
に
し
、事
務

の
効
率
化
と
と
も
に
職
員

負
担
の
軽
減
に
努
め
る
。

質
問
　
近
年
若
い
職
員
や
定
年
を
待

た
ず
退
職
す
る
職
員
が
増
加
、

過
去
5
年
半
で
経
験
年
数
5
年
以
下
の

職
員
が
20
名
以
上
退
職
し
て
お
り
、採

用
募
集
し
て
も
受
験
者
は
減
少
の
一
途
。

　
こ
れ
は
業
務
量
の
増
加
に
よ
り
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
な
い
こ
と

が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め

下
記
3
点
に
つ
い
て
問
う
。

①
近
年
導
入
し
た
シ
ス
テ
ム
の
導
入
前

と
導
入
後
の
超
過
勤
務
状
況

②
今
後
の
業
務
削
減
方
針
と
業
務
見
直

し
へ
の
取
り
組
み

③
今
後
の
シ
ス
テ
ム
導
入
に
あ
た
り
職

員
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
シ
ス
テ
ム
へ
の
反
映

に
つ
い
て

答
弁
①
新
シ
ス
テ
ム
移
行
後
の
令
和
3

年
度
の
職
員
1
人
当
た
り
の
1
か

な
い
た
め
、子
育
て
施
策
は
市
の
重
要
施
策

の
一
つ
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。今
年
4

月
よ
り
、一
般
不
妊
治
療
、生
殖
補
助
医
療

の
助
成
額
を
15
万
円
か
ら
30
万
円
に
上
限

を
増
額
し
、経
済
的
な
支
援
を
よ
り
充
実
さ

せ
た
。ま
た
、多
子
世
帯
に
お
け
る
経
済
的

負
担
の
軽
減
の
た
め
、国
で
の
免
除
対
象
と

な
ら
な
い
各
世
帯
の
第
3
子
以
降
の
児
童

に
対
し
て
、保
育
料
、副
食
費
の
免
除
を
行

う
な
ど
様
々
な
支
援
策
を
行
う
と
と
も
に
、

民
間
事
業
者
と
も
連
携
を
し
な
が
ら
、保
育

施
設
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
等
で
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
っ
て

い
る
。

　
更
に
今
年
度
は
、親
子
が
気
軽
に
来
訪

し
、交
流
が
で
き
、行
政
が
子
育
て
世
帯
と

向
き
合
い
、き
め
細
や
か
な
子
育
て
支
援
の

拠
点
と
な
る
総
合
拠
点
施
設
の
整
備
を
計

画
し
て
い
る
。

和
田
議
員
そ
の
他
の
質
問
項
目

・
「
ご
い
せ
仁
摩
」
の
そ
の
後
の
状
況

に
つ
い
て

質
問
　
少
子
化
、子
育
て
対
策
は
大

田
市
に
と
っ
て
は
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
。こ
の
数
十
年
間
の
半
ば
放
置
状

態
で
あ
っ
た
国
の
責
任
が
大
き
く
問
わ

れ
る
が
、大
田
市
の
よ
う
な
地
方
に
あ
っ

て
は
、東
京
一
極
集
中
の
流
れ
が
加
わ

り
、将
来
よ
り
深
刻
な
状
況
が
心
配
さ

れ
る
。こ
の
問
題
の
最
前
線
に
関
わ
る
人

た
ち
の
生
の
声
に
し
っ
か
り
耳
を
傾
け
、

市
長
が
先
頭
に
立
っ
て
先
進
自
治
体
に

負
け
な
い
対
策
を
願
う
。将
来
に
花
が

咲
き
展
望
が
開
け
る
と
こ
ろ
に
金
を
使

う
こ
と
が
大
事
で
、少
子
化
、子
育
て
対

策
が
そ
う
だ
。

答
弁
　
令
和
元
年
に
2
0
0
人
あ
っ
た

出
生
数
が
令
和
4
年
に
は
1
6
9

人
に
ま
で
減
少
し
、こ
の
ま
ま
の
状
況
が
進

め
ば
、市
全
体
の
活
力
の
低
下
は
避
け
ら
れ
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公共施設緊急補修・修繕
今後の取り組みは

財政を鑑み、予防保全に取り組む

仁摩町の
買い物支援策は

移動販売事業者を支援

増える業務量
市職員の負担軽減を

業務の効率化、職員負担の軽減を
目指しデジタル化を推進

大田市の
子育て支援策は

市全体で人口減少の危機感を
共有し、効果的な施策を

和
わ

田
だ

章
しょう

一
いち

郎
ろう

 議員

伊
い

藤
とう

　康
やす

浩
ひろ

 議員
　
こ
の
う
ち
、国
庫
補
助
金
等
の
財
源
が
確

保
で
き
る
も
の
以
外
の
、修
繕
の
優
先
度
が

高
い
も
の
は
合
計
で
2
7
5
か
所
と
判
定

を
し
て
お
り
、施
設
修
繕
の
た
め
の
特
別
枠

を
新
た
に
設
け
、今
年
度
を
含
め
3
年
程
度

で
緊
急
性
が
高
い
も
の
か
ら
予
算
化
し
、重

点
的
に
取
り
組
む
。

②
地
方
公
共
団
体
の
財
政
は
大
変
厳
し
い

状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
な
ど
の
国
庫
補
助
制
度
や
公
共

施
設
等
適
正
管
理
推
進
事
業
債
等
の
地
方

債
を
有
効
に
活
用
し
、財
源
の
確
保
、財
政

負
担
の
平
準
化
に
努
め
る
。

③
全
て
の
公
共
施
設
に
つ
い
て
直
ち
に
予
防

保
全
に
よ
り
改
修
等
を
実
施
し
て
い
く
の

は
、件
数
の
多
さ
や
財
政
負
担
か
ら
も
厳
し

い
状
況
の
た
め
、ま
ず
は
、現
在
取
り
組
ん

で
い
る
緊
急
補
修
を
可
能
な
限
り
速
や
か

に
実
施
し
、財
政
状
況
を
鑑
み
な
が
ら
、将

来
的
に
は

予
防
保
全

に
取
り
組

ん
で
い
き

た
い
。

月
平
均
時
間
外
勤
務
は
、前
年
の
12・3
時

間
か
ら
10・2
時
間
に
減
少
、令
和
4
年
度

は
、10・9
時
間
で
あ
る
。シ
ス
テ
ム
導
入
に

よ
り
直
ち
に
時
間
外
勤
務
の
削
減
に
つ
な

が
る
も
の
で
は
な
い
が
、今
後
も
業
務
の
効

率
化
を
進
め
て
い
く
。

②
大
田
市
行
財
政
改
革
推
進
大
綱
で
は
、効

果
的
で
効
率
的
な
市
政
運
営
を
掲
げ
て
お

り
、具
体
的
に
は
、業
務
の
効
率
化
に
つ
な

が
る
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
、事
務
事

業
の
見
直
し
に
あ
た
っ
て
は
、市
民
ニ
ー
ズ

や
厳
し
い
財
政
状
況
に
鑑
み
、事
業
の
選
択

と
集
中
に
取
り
組
ん
で
い
る
。こ
う
し
た
取

り
組
み
を
通
じ
て
、業
務
の
削
減
と
効
率
化

を
は
か
っ
て
い
く
。

③
デ
ジ
タ
ル
化
に
あ
た
っ
て
は
、こ
れ
ま
で

の
業
務
手
順
の
見
直
し
等
業
務
改
革
が
重

要
で
、職
員
研
修
会
等
も

開
催
し
た
い
。

　
シ
ス
テ
ム
導
入
に
つ
い
て

は
、担
当
課
と
情
報
企
画

課
の
連
携
を
密
に
し
、事
務

の
効
率
化
と
と
も
に
職
員

負
担
の
軽
減
に
努
め
る
。

質
問
　
近
年
若
い
職
員
や
定
年
を
待

た
ず
退
職
す
る
職
員
が
増
加
、

過
去
5
年
半
で
経
験
年
数
5
年
以
下
の

職
員
が
20
名
以
上
退
職
し
て
お
り
、採

用
募
集
し
て
も
受
験
者
は
減
少
の
一
途
。

　
こ
れ
は
業
務
量
の
増
加
に
よ
り
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
な
い
こ
と

が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め

下
記
3
点
に
つ
い
て
問
う
。

①
近
年
導
入
し
た
シ
ス
テ
ム
の
導
入
前

と
導
入
後
の
超
過
勤
務
状
況

②
今
後
の
業
務
削
減
方
針
と
業
務
見
直

し
へ
の
取
り
組
み

③
今
後
の
シ
ス
テ
ム
導
入
に
あ
た
り
職

員
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
シ
ス
テ
ム
へ
の
反
映

に
つ
い
て

答
弁
①
新
シ
ス
テ
ム
移
行
後
の
令
和
3

年
度
の
職
員
1
人
当
た
り
の
1
か

な
い
た
め
、子
育
て
施
策
は
市
の
重
要
施
策

の
一
つ
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。今
年
4

月
よ
り
、一
般
不
妊
治
療
、生
殖
補
助
医
療

の
助
成
額
を
15
万
円
か
ら
30
万
円
に
上
限

を
増
額
し
、経
済
的
な
支
援
を
よ
り
充
実
さ

せ
た
。ま
た
、多
子
世
帯
に
お
け
る
経
済
的

負
担
の
軽
減
の
た
め
、国
で
の
免
除
対
象
と

な
ら
な
い
各
世
帯
の
第
3
子
以
降
の
児
童

に
対
し
て
、保
育
料
、副
食
費
の
免
除
を
行

う
な
ど
様
々
な
支
援
策
を
行
う
と
と
も
に
、

民
間
事
業
者
と
も
連
携
を
し
な
が
ら
、保
育

施
設
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
等
で
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
っ
て

い
る
。

　
更
に
今
年
度
は
、親
子
が
気
軽
に
来
訪

し
、交
流
が
で
き
、行
政
が
子
育
て
世
帯
と

向
き
合
い
、き
め
細
や
か
な
子
育
て
支
援
の

拠
点
と
な
る
総
合
拠
点
施
設
の
整
備
を
計

画
し
て
い
る
。

和
田
議
員
そ
の
他
の
質
問
項
目

・
「
ご
い
せ
仁
摩
」
の
そ
の
後
の
状
況

に
つ
い
て

質
問
　
少
子
化
、子
育
て
対
策
は
大

田
市
に
と
っ
て
は
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
。こ
の
数
十
年
間
の
半
ば
放
置
状

態
で
あ
っ
た
国
の
責
任
が
大
き
く
問
わ

れ
る
が
、大
田
市
の
よ
う
な
地
方
に
あ
っ

て
は
、東
京
一
極
集
中
の
流
れ
が
加
わ

り
、将
来
よ
り
深
刻
な
状
況
が
心
配
さ

れ
る
。こ
の
問
題
の
最
前
線
に
関
わ
る
人

た
ち
の
生
の
声
に
し
っ
か
り
耳
を
傾
け
、

市
長
が
先
頭
に
立
っ
て
先
進
自
治
体
に

負
け
な
い
対
策
を
願
う
。将
来
に
花
が

咲
き
展
望
が
開
け
る
と
こ
ろ
に
金
を
使

う
こ
と
が
大
事
で
、少
子
化
、子
育
て
対

策
が
そ
う
だ
。

答
弁
　
令
和
元
年
に
2
0
0
人
あ
っ
た

出
生
数
が
令
和
4
年
に
は
1
6
9

人
に
ま
で
減
少
し
、こ
の
ま
ま
の
状
況
が
進

め
ば
、市
全
体
の
活
力
の
低
下
は
避
け
ら
れ
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行
革
・
公
共
施
設
調
査
検
討

　特別
委
員
長
中
間
報
告

﹇
８
月
21
日
に
開
催
﹈

大田市の
地球温暖化対策の
取り組みは

これまでの成果を検証
　　新たな計画で推進していく

外国人との
相互交流活動は
どのように

多文化共生に関する
　　意識醸成が不可欠

自治会防犯灯
ＬＥＤ化の促進を

今年度の予算を有効に活用する
ため制度の周知に努めたい

支
援
す
る
も
の
で
、1
基
当
た
り
補
助
率
2

分
の
1
、限
度
額
1
万
5
千
円
、申
請
数
の

制
限
は
設
け
て
い
な
い
。4
月
よ
り
受
付
を

開
始
し
、45
件
、1
8
1
灯
の
申
請
が
あ

り
、1
千
万
円
の
予
算
に
対
し
て
2
4
0
万

円
程
度
の
執
行
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

②
本
事
業
は
ま
ち
づ
く
り
推
進
基
金
を
活

用
し
て
実
施
し
て
お
り
、予
算
に
ま
だ
余
裕

が
あ
る
た
め
、ま
ず
は
今
年
度
予
算
を
有
効

に
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
再
度
制
度

の
周
知
に
努
め
た
い
。来
年
度
に
つ
い
て
は

現
段
階
で
は
事
業
を
継
続
す
る
考
え
は
な

い
。宮

脇
議
員
そ
の
他
の
質
問
項
目

・
公
共
交
通
の
確
保
と
Ｊ
Ｒ
久
手
駅

ホ
ー
ム
に
待
合
室
の
設
置
を
求
め
る
住

民
の
声
に
つ
い
て

石
いし

田
だ

　洋
よう

治
じ

 議員

宮
みや

脇
わき

　康
やす

郎
ろう

 議員

施
設
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
導
入
。 「
循
環
型
社
会

の
推
進
」で
は
、ご
み
の
減
量・リ
ユ
ー
ス・リ

サ
イ
ク
ル
の
取
り
組
み
や
、分
別
収
集
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
補
助
。 「
情
報
提
供・環

境
教
育
の
推
進
」で
は
、広
報・銀
テ
レ・パ
ン

フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
通
じ
て
の
情
報
発
信
や
、環

境
に
関
す
る
講
演
会
な
ど
を
実
施
し
て
い

る
。

②
公
共
施
設
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
を
本
格
的

に
取
り
組
む
と
共
に
、「
新
大
田
市
環
境
総
合

計
画
」を
本
年
度
策
定
し
、本
市
に
合
っ
た
脱

炭
素
社
会
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

③
市
民
と
事
業
者
一
体
で
の
取
り
組
み
の
必

要
性
か
ら「
大
田
市
地
球
温
暖
化
対
策
地
域

協
議
会
」で
実
施
し
て
い
る
。

　
普
及
啓
発
で
は
、講
演
会
な
ど
の
開
催
、啓

発
パ
ン
フ
の
街
頭
配
布
を
は
じ
め
、生
ご
み
処

理
容
器
に
よ
る
減
量
化
啓
発
用
映
像
を
銀
テ

レ
、ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
で
放
映
し
て
お
り
、

今
後
は
、更
な
る
資
源
物
の
分
別
、生
ご
み
の

減
量
化
な
ど
を
新
計
画
に
盛
り
込
み
取
り
組

ん
で
い
く
。

石
田
議
員
そ
の
他
の
質
問
項
目

・
奨
学
金
返
還
支
援
制
度
の
導
入
に
つ

い
て

質
問
　
近
年
の
異
常
気
象
、自
然
災

害
の
激
甚
化
の
大
き
な
要
因

は
、地
球
温
暖
化
と
言
わ
れ
て
い
る
。環

境
省
は
、2
0
3
0
年
ま
で
に
温
室
効
果

ガ
ス
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る「
脱
炭
素
先
行

地
域
」を
選
定
し
、自
治
体
と
民
間
団
体

な
ど
が
共
同
し
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
設
備
導
入
な
ど
を
進
め
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、大
田
市
の
地
球
温
暖
化
対

策
に
つ
い
て
伺
う
。

①
大
田
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

の
進
捗
状
況

②
地
球
脱
炭
素
の
取
り
組
み

③
家
庭
で
で
き
る
地
球
温
暖
化
対
策
の

普
及
啓
発
と
今
後
の
取
り
組
み

答
弁
①「
低
炭
素
社
会
の
推
進
」で
は
、

太
陽
光・太
陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
、

木
質
燃
料
活
用
機
器
の
設
置
補
助
や
、公
共

質
問
　
自
治
会
防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
へ

の
補
助
は
、新
設
及
び
蛍
光
灯

の
破
損
や
劣
化
に
よ
る
更
新
の
2
区
分

で
実
施
さ
れ
て
き
た
が
、令
和
3
年
、4

年
は
、更
新
が
除
外
さ
れ
た
。以
下
、2

点
を
伺
う
。

①
本
年
度
の
自
治
会
防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

支
援
事
業
の
概
要
、現
在
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で
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補
助
申

請
状
況

②
大
田
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

で
示
さ
れ
る
市
が
設
置
す
る
防
犯
灯
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
準
じ
、自
治
会
防
犯
灯
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
の
促
進
が
求
め
ら
れ
る
。来
年
度

も
補
助
制
度
と
し
て
、更
新
へ
の
補
助
が

必
要
と
考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

答
弁
①
本
事
業
は
、市
内
の
自
治
会
が

設
置
し
た
防
犯
灯
に
つ
い
て
、省
エ

ネ
性
能
の
高
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の
取
替
え
を

▲ 自治会が管理している
防犯灯
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や
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収
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ン
の
設
置
補
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報
提
供・環

境
教
育
の
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進
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ン

フ
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な
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を
通
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の
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く
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大
田
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地
球
温
暖
化
対
策
地
域

協
議
会
」で
実
施
し
て
い
る
。

　
普
及
啓
発
で
は
、講
演
会
な
ど
の
開
催
、啓

発
パ
ン
フ
の
街
頭
配
布
を
は
じ
め
、生
ご
み
処

理
容
器
に
よ
る
減
量
化
啓
発
用
映
像
を
銀
テ

レ
、ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
で
放
映
し
て
お
り
、

今
後
は
、更
な
る
資
源
物
の
分
別
、生
ご
み
の

減
量
化
な
ど
を
新
計
画
に
盛
り
込
み
取
り
組

ん
で
い
く
。

石
田
議
員
そ
の
他
の
質
問
項
目

・
奨
学
金
返
還
支
援
制
度
の
導
入
に
つ

い
て

答
弁
①
19
ヵ
国
、4
6
5
人
の
外
国
人

の
方
が
在
住
し
、最
近
10
年
間
で

最
も
多
く
、5
月
以
降
は
毎
月
10
人
程
度
の

方
が
転
入
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

②
3
か
月
以
上
滞
在
し
在
留
カ
ー
ド
を
保
有

さ
れ
て
い
る
方
は
、4
6
5
人
。在
留
資
格
に

つ
い
て
は
、技
能
実
習
や
就
労
を
目
的
と
し

た
滞
在
者
や
、永
住
者
資
格
の
所
有
者
、日

本
人
と
の
婚
姻
な
ど
多
種
多
様
で
あ
る
。

③
仁
万
・
静
間
・
福
波
な
ど
の
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
で
、ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
や
韓

国
料
理
教
室
な
ど
セ
ン
タ
ー
事
業
と
し
て

国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
、児
童
ク
ラ
ブ

や
社
会
福
祉
施
設
な
ど
で
も
交
流
活
動
も

行
っ
て
い
る
。

④
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、生
活
に
必
要

な
情
報
や
市
内
の
飲
食
店
、観
光
名
所
な
ど

を
情
報
発
信
し
て
い
る
。

⑤
令
和
元
年
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
。

　
今
年
度
、第
2
期
大
田
市
多
文
化
共
生

推
進
計
画
の
策
定
作
業
を
進
め
て
お
り
、改

め
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。

質
問
　
外
国
人
と
大
田
市
民
の
文
化

交
流
や
相
互
交
流
活
動
を
し
、大

田
市
を
好
き
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、大
田
市

を
世
界
に
広
め
、人
口
減
少
対
策
に
備
え

将
来
は
永
住
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

次
の
5
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
大
田
市
に
お
い
て
、外
国
人
は
ど
れ
だ

け
お
ら
れ
る
の
か
。

②
そ
の
外
国
人
の
方
は
、ど
の
ぐ
ら
い
滞

在
さ
れ
て
い
る
か
、市
と
し
て
把
握
し
て

い
る
か
。

③
そ
の
外
国
人
と
大
田
市
民
と
の
文
化
交

流
や
相
互
交
流
活
動
は
し
て
い
る
の
か
。

④
そ
の
外
国
人
の
方
達
に
、大
田
市
を
知
っ

て
い
た
だ
く
為
に
何
か
を
し
て
い
る
か
。

⑤
1
年
以
上
滞
在
し
て
い
る
方
々
に
対

し
、大
田
市
を
ど
う
思
っ
て
い
る
か
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
を
取
ら
れ
た
か
。

　
委
員
長
　
松
村  

信
之

行
財
政
改
革
実
施
計
画
の
取
り
組
み

状
況

問
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
は
市
民
生
活
に
波

及
す
る
恐
れ
が
あ
る
、
窓
口
の
こ
と
を
考

え
れ
ば
極
端
に
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
。

答
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
は
市
役
所
内
部
の

話
で
あ
る
。
市
民
に
対
し
て
は
ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
て
い
な
い
。

問
公
共
施
設
適
正
化
に
つ
い
て
、
全
体

的
に
ス
ピ
ー
ド
感
に
欠
け
る
。
今
後
の
学

校
再
編
等
を
考
え
る
と
、
公
共
施
設
の
再

配
置
方
針
な
ど
を
策
定
し
た
方
が
良
い
。

答
今
の
所
は
策
定
し
て
い
な
い
が
、
学

校
再
編
等
は
現
在
検
討
中
で
あ
る
。
そ
れ

ら
が
出
揃
い
次
第
、
そ
う
し
た
方
針
策
定

に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

問
組
織
・
定
員
の
適
正
化
、
総
人
件
費

の
抑
制
で
は
、
採
用
試
験
の
受
験
者
の
減

少
や
早
期
退
職
者
の
増
加
が
あ
り
、
職
場

環
境
に
問
題
が
あ
る
よ
う
に
も
感
じ
る

が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
確
か
に
受
験
者
数
は
少
な
い
。
島
根

中
央
高
校
や
江
津
の
高
校
な
ど
に
対
し
勧

誘
し
た
り
、
併
願
を
認
め
た
り
、
時
期
を

ず
ら
す
こ
と
も
検
討
し
て
い
る
。
若
い
人

が
辞
め
る
理
由
は
様
々
だ
が
、
や
り
が
い

の
あ
る
仕
事
を
求
め
て
い
る
。
原
因
を
分

析
し
、
離
職
を
止
め
て
い
き
た
い
。

使
用
料
見
直
し
に
係
る
利
用
者
団
体

説
明
会
の
主
な
意
見

問
料
金
の
見
直
し
に
納
得
で
き
な
い
と

言
わ
れ
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
ど
の

よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

答
市
民
周
知
を
丁
寧
に
行
っ
て
い
く

が
、
見
直
し
の
方
向
性
は
変
更
し
な
い
。

問
ま
ち
セ
ン
の
使
用
料
に
つ
い
て
の
意

見
は
。
今
後
、
利
用
す
る
団
体
へ
の
説
明

は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

答
運
営
委
員
会
と
話
し
合
っ
た
。
施
設

を
維
持
す
る
た
め
に
、
応
分
の
負
担
は
必

要
で
あ
る
と
の
意
見
が
目
立
っ
た
。
反
対

意
見
は
無
か
っ
た
。
今
後
の
市
民
へ
の
周

知
は
、
ま
ち
づ
く
り
定
住
課
と
各
ま
ち
セ

ン
で
対
応
す
る
。

大
田
市
公
共
料
金
に
関
す
る
審
議
会

条
例
（
案
）

問
料
金
改
定
に
つ
い
て
は
議
会
で
特
別

委
員
会
を
設
置
し
協
議
し
た
経
緯
が
あ
る

が
、
今
後
は
こ
の
審
議
会
の
み
で
決
め
る

の
か
、
委
員
の
数
は
下
限
の
数
字
も
必
要

で
は
な
い
か
。

答
議
会
に
も
早
い
段
階
で
協
議
す
る
。

今
後
は
学
識
経
験
者
や
関
係
団
体
の
意
見

を
幅
広
く
聞
き
な
が
ら
、
行
政
と
し
て
の

考
え
を
決
定
し
、
議
会
に
お
諮
り
し
た
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期
大
田
市
多
文
化
共
生

推
進
計
画
の
策
定
作
業
を
進
め
て
お
り
、改

め
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。

質
問
　
外
国
人
と
大
田
市
民
の
文
化

交
流
や
相
互
交
流
活
動
を
し
、大

田
市
を
好
き
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、大
田
市

を
世
界
に
広
め
、人
口
減
少
対
策
に
備
え

将
来
は
永
住
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

次
の
5
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
大
田
市
に
お
い
て
、外
国
人
は
ど
れ
だ

け
お
ら
れ
る
の
か
。

②
そ
の
外
国
人
の
方
は
、ど
の
ぐ
ら
い
滞

在
さ
れ
て
い
る
か
、市
と
し
て
把
握
し
て

い
る
か
。

③
そ
の
外
国
人
と
大
田
市
民
と
の
文
化
交

流
や
相
互
交
流
活
動
は
し
て
い
る
の
か
。

④
そ
の
外
国
人
の
方
達
に
、大
田
市
を
知
っ

て
い
た
だ
く
為
に
何
か
を
し
て
い
る
か
。

⑤
1
年
以
上
滞
在
し
て
い
る
方
々
に
対

し
、大
田
市
を
ど
う
思
っ
て
い
る
か
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
を
取
ら
れ
た
か
。

　
委
員
長
　
松
村  

信
之

行
財
政
改
革
実
施
計
画
の
取
り
組
み

状
況

問
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
は
市
民
生
活
に
波

及
す
る
恐
れ
が
あ
る
、
窓
口
の
こ
と
を
考

え
れ
ば
極
端
に
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
。

答
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
は
市
役
所
内
部
の

話
で
あ
る
。
市
民
に
対
し
て
は
ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
て
い
な
い
。

問
公
共
施
設
適
正
化
に
つ
い
て
、
全
体

的
に
ス
ピ
ー
ド
感
に
欠
け
る
。
今
後
の
学

校
再
編
等
を
考
え
る
と
、
公
共
施
設
の
再

配
置
方
針
な
ど
を
策
定
し
た
方
が
良
い
。

答
今
の
所
は
策
定
し
て
い
な
い
が
、
学

校
再
編
等
は
現
在
検
討
中
で
あ
る
。
そ
れ

ら
が
出
揃
い
次
第
、
そ
う
し
た
方
針
策
定

に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

問
組
織
・
定
員
の
適
正
化
、
総
人
件
費

の
抑
制
で
は
、
採
用
試
験
の
受
験
者
の
減

少
や
早
期
退
職
者
の
増
加
が
あ
り
、
職
場

環
境
に
問
題
が
あ
る
よ
う
に
も
感
じ
る

が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
確
か
に
受
験
者
数
は
少
な
い
。
島
根

中
央
高
校
や
江
津
の
高
校
な
ど
に
対
し
勧

誘
し
た
り
、
併
願
を
認
め
た
り
、
時
期
を

ず
ら
す
こ
と
も
検
討
し
て
い
る
。
若
い
人

が
辞
め
る
理
由
は
様
々
だ
が
、
や
り
が
い

の
あ
る
仕
事
を
求
め
て
い
る
。
原
因
を
分

析
し
、
離
職
を
止
め
て
い
き
た
い
。

使
用
料
見
直
し
に
係
る
利
用
者
団
体

説
明
会
の
主
な
意
見

問
料
金
の
見
直
し
に
納
得
で
き
な
い
と

言
わ
れ
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
ど
の

よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

答
市
民
周
知
を
丁
寧
に
行
っ
て
い
く

が
、
見
直
し
の
方
向
性
は
変
更
し
な
い
。

問
ま
ち
セ
ン
の
使
用
料
に
つ
い
て
の
意

見
は
。
今
後
、
利
用
す
る
団
体
へ
の
説
明

は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

答
運
営
委
員
会
と
話
し
合
っ
た
。
施
設

を
維
持
す
る
た
め
に
、
応
分
の
負
担
は
必

要
で
あ
る
と
の
意
見
が
目
立
っ
た
。
反
対

意
見
は
無
か
っ
た
。
今
後
の
市
民
へ
の
周

知
は
、
ま
ち
づ
く
り
定
住
課
と
各
ま
ち
セ

ン
で
対
応
す
る
。

大
田
市
公
共
料
金
に
関
す
る
審
議
会

条
例
（
案
）

問
料
金
改
定
に
つ
い
て
は
議
会
で
特
別

委
員
会
を
設
置
し
協
議
し
た
経
緯
が
あ
る

が
、
今
後
は
こ
の
審
議
会
の
み
で
決
め
る

の
か
、
委
員
の
数
は
下
限
の
数
字
も
必
要

で
は
な
い
か
。

答
議
会
に
も
早
い
段
階
で
協
議
す
る
。

今
後
は
学
識
経
験
者
や
関
係
団
体
の
意
見

を
幅
広
く
聞
き
な
が
ら
、
行
政
と
し
て
の

考
え
を
決
定
し
、
議
会
に
お
諮
り
し
た
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い
。
委
員
の
数

は
、
あ
ま
り
多

く
な
り
過
ぎ
な

い
よ
う
に
10
名

と
し
た
が
、
少

し
で
も
多
く
の

方
か
ら
意
見
を

い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い

る
。

　
委
員
長
　
石
田  

洋
治

県
内
の
議
会
改
革
の
先
進
地
、
浜
田

市
議
会
の
視
察

　
浜
田
市
議
会
で
は
、
通
年
会
期
の
導

入
、
浜
田
市
民

一
日
議
会
の
開

催
、
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
会
議
シ
ス

テ
ム
や
、
政
務

活
動
費
の
精
算

払
い
の
導
入
な

ど
、
様
々
な
取

り
組
み
を
先
進

的
に
行
っ
て
お

り
、
高
い
評
価

﹇
7
月
28
日
に
開
催
﹈

議
会
活
性
化
検
討

　特別
委
員
長
中
間
報
告

を
受
け
て
い
る
。
今
回
は
、
主
に
動
画
配

信
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
っ
た
。

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
動
画
配
信
に
つ
い
て

　
浜
田
市
議
会
で
は
、
一
般
市
民
向
け

に
、
本
会
議
の
一
般
質
問
、
委
員
会
代
表

質
問
、
施
政
方
針
・
教
育
方
針
、
予
算
決

算
委
員
会
を
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
録
画
放

映
し
て
お
り
、
本
会
議
を
は
じ
め
全
て
の

会
議
に
つ
い
て
事
務
局
職
員
が
撮
影
・
編

集
し
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
当
日
配
信
し

て
い
る
。
ま
た
、
資
料
、
会
議
録
を
動
画

と
同
じ
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
る
よ
う
、
市

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
を
貼
り
、

工
夫
さ
れ
て
い
る
。
傍
聴
者
は
、
本
会
議

を
議
会
棟
の
ロ
ビ
ー
に
あ
る
モ
ニ
タ
ー
で

生
中
継
を
視
聴
可
能
に
な
っ
て
お
り
、
職

員
は
、
本
会
議
、
委
員
会
・
全
員
協
議
会

等
す
べ
て
の
会
議
を
机
上
の
パ
ソ
コ
ン
で

視
聴
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

意
見

・
事
務
局
職
員
が
編
集
す
る
場
合
、
ど
の

程
度
負
担
が
あ
る
の
か
を
調
査
し
、
検
討

し
て
み
る
の
も
良
い
の
で
は
な
い
か
。

・
段
階
を
踏
ん
で
、
市
民
に
見
や
す
い
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
す
べ
き
で
あ
る
。

・
9
月
議
会
、
12
月
議
会
で
試
行
的
に
早

め
に
進
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

・
動
画
配
信
だ
け
が
議
会
改
革
の
う
え
で

情
報
公
開
に
な
る
の
か
を
し
っ
か
り
議
論

し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

　
動
画
配
信
に
つ
い
て
は
、
ぎ
ん
ざ
ん
テ

レ
ビ
の
画
像
を
使
っ
て
動
画
配
信
を
す
る

の
か
、
議
会
事
務
局
で
編
集
す
る
の
か
、

議
長
、
市
議
会
に
対
し
て
方
向
性
を
決
定

し
、
書
面
で
提
出
す
る
こ
と
を
次
回
の
特

別
委
員
会
で
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

一
般
質
問
、
質
疑
等
の
ル
ー
ル
化
に
つ
い
て

意
見

・
質
疑
の
通
告
に
つ
い
て
は
、
本
会
議
、

常
任
委
員
会
等
の
質
疑
の
ル
ー
ル
化
が
さ

れ
て
い
な
い
が
た
め
に
、
議
事
進
行
が
進

ま
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
、
議
論
を
し

て
決
め
る
べ
き
で
あ
る
。

★
新
庁
舎
建
設
調
査
検
討
特
別
委
員
会

◆
委
員
定
数

　
　
議
長
を
除
く
議
員
全
員
（
17
名
）

　
　
　
　
◎
委
員
長
　
　
河
村
賢
治

　
　
　
　
○
副
委
員
長
　
小
川
和
也

「
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
」

に
つ
い
て

問
民
間
の
提
案
を
入
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
公
的
財
源
が
節
約
で
き
る
の
で
あ
れ

ば
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
こ
の
調
査
は
い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
を

探
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
公
的
資
金
の

削
減
に
も
つ
な
が
る
よ
う
、
今
後
も
検
討

を
行
っ
て
い
く
。

【
説
明
】

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
と
は
、
事

業
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、
民
間
の
ノ
ウ

ハ
ウ
活
用
に
よ
る
コ
ス
ト
の
低
減
や
付

加
価
値
の
創
造
な
ど
、
民
間
事
業
者
の
ア

イ
デ
ア
や
意
見
を
い
た
だ
き
、
今
後
の
事

業
実
施
に
向
け
た
検
討
に
活
用
す
る
こ

と
を
目
的
に
行
う
も
の
で
あ
る

問
2
月
に
は
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
つ
い
て
説
明
を

聞
い
た
際
は
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
と
い
う
言
葉
は

な
か
っ
た
が
、
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

答
Ｄ
Ｂ
Ｏ（
デ

ザ
イ
ン
・
ビ
ル

ド
・
オ
ペ
レ
ー

ト
）
と
は
、
設

計
、
建
設
、
運

営
を
一
括
し
て

行
う
方
法
で

あ
り
、今
回
の

調
査
の
中
で
事

業
者
か
ら
の
提

案
の
一
つ
で
あ

る
。意

見
・
建
設
単
価
の
値
上
が
り

・
駅
周
辺
で
の
用
地
確
保
の
問
題

﹇
7
月
11
日
、21
日
に
開
催
﹈

新
庁
舎
建
設
調
査
検
討

　特別
委
員
長
中
間
報
告

▲浜田市議会視察

7/7 石見四市議会議長会　
設立検討会議（正副議長）

7/11
島根県市議会議長会　
議員研修会（全議員）

8/5
天領踊り
～大田市議会チーム～
（正副議長ほか）

かわい児童クラブ
市役所見学（正副議長）

写真で見る議会日誌写真で見る議会日誌

　石見四市（浜田市、益田市、大田市、江津市）で
石見四市議会議長会を設立し、市政等に関する
共通課題を調査協議し、石見地方の活性化に寄
与するとともに、相互の連携交流をはかることを
確認しました。会議は毎年春・秋の２回開催され
る予定です。

　第41回天領さん大田会場の天領踊りに「大田
市議会チーム」として参加しました。
　今年は距離が短かったものの、暑い中の参加で
バテぎみでしたが、久しぶりに大田のまつりを楽し
むことができました！

　かわい児童クラブの児童２１名が市役所を訪問
し、議場をはじめ、議会で使用している委員会室な
どを見学しました。市長・議長・副議長への質問コー
ナーでは、はじめは緊張している様子の子ども達で
したが、だんだん積極的に手が上がり始め、最後は
質問攻めに！このような機会を通じて、市役所の仕
事や市議会に興味を持ってもらえると嬉しいです。

8/17

　島根県市議会議長会議員研修会は、県内の市議
会議員が一堂に会し、共通の課題に対して認識を深
めるために開催されています。今回は、中山間地域
の現状と今後の方策について、島根大学教育学部
教授　作野広和氏による講演がありました。中山間
地域に安心して住み続けられるような取り組みにつ
いて学ぶことができた研修でした。

2023.10.19（15）おおだ市議会だより
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早
い
も
の
で
今
年
も
残
り
2

か
月
余
り
。新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
影
響
も
５
類
移
行
後
は
街
中

で
も
徐
々
に
マ
ス
ク
を
外
す
姿

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、夏
に

は
そ
れ
ま
で
数
年
の
間
中
止
し

て
い
た
様
々
な
お
祭
り
や
イ
ベ

ン
ト
が
復
活
。ま
だ
ま
だ
完
全
復

活
と
は
い
き
ま
せ
ん
が
、少
し
ず

つ
平
穏
な
日
常
が
戻
っ
て
来
ま

し
た
。私
た
ち
大
田
市
議
会
で
は

６
月
議
会
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

導
入
し
、ペ
ー
パ
ー
レ
ス
に
よ
る

エ
コ
な
議
会
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。現
在
は
市
民
の
皆
さ
ん

に
、よ
り
わ
か
り
や
す
く
開
か
れ

た
議
会
を
目
指
し
、日
頃
感
じ
て

お
ら
れ
る「
議
会
っ
て
何
を
や
っ

て
い
る
の
？
」の
疑
問
解
消
の
た

め
、
You
Tu
b
e
配
信
等
、
新

し
い
情
報
発
信
に
つ
い
て
検
討
、

取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
に
は
も
う
少
し
お
待

ち
い
た
だ
き
た
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す
。
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参加いただきありがとうございました
　今年度で３回目の開催となった「おでかけトーク」。今回は、これまでのアンケートで一番希望の
多かった「子育て」をテーマに、市民の皆さんと意見交換しました。暑い中お越しいただいた皆様、
ありがとうございました。
　当日は子育て世代をはじめ、様々な年代・職種の方に参加いただき、子育てに関する課題や思
いをたくさん出し合って、各会場ともに活発な意見交換となりました。日頃の思いを語り合える、
市議会が身近に感じられる、そんな会になっていたらうれしく思います。　　　　　　
　今後もたくさんの方の参加をお待ちしています。とりあげてほしいテーマなど、ご意見がござ
いましたら市役所議会事務局までお寄せください。

お で か けトーク

大田会場（19名）

・保育士がしっかり子育て支援
できるような配置を。保育士
の確保が重要

・小児科、眼科、皮膚科、耳鼻科
などの病院不足

・休みの日に利用できる公園
（遊具）が少ない

・情報発信を
しっ か りし
てほしい

大森会場（11名）

・一 律 の 学 校
再 編 は お か
しい、特色あ
る学校づくり

・定住する空き家が少なく苦慮し
ている

・Iターン、Uターンを増やす施策
の実施を

・民間と行政が一心同体で事業
を進める必要がある

温泉津会場（11名）

・急速に少子化が
進んでいる

・不妊治療の補助
も重要な政策で
ある

・高校生までの医
療費無料を望む　　　　　

・子どもを地域で育てることが大
事である

・特色ある子育て支援策を

8/20に開催しました！


